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本
稿
は
、
大
江
健
三
郎
の
出
世
作
「
奇
妙
な
仕
事
」
に
至

る
文
体
形
成
の
過
程
を
、
在
学
中
の
戯
曲
創
作
お
よ
び
友
人

ら
「
四
人
組
」
と
の
思
想
的
共
鳴
と
い
う
観
点
か
ら
検
証
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
大
学
演
劇
に
お
け
る
「
劇

研
」
と
「
合
演
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
相
克
を
整
理
し
、

大
江
が
そ
の
止
揚
と
し
て
戯
曲
を
執
筆
し
た
背
景
を
明
ら
か

に
す
る
。
既
存
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
る
模
索
は
、
大

江
の
み
な
ら
ず
、
志
甫
溥
（
テ
レ
ビ
）、
高
嶋
勇
（
抽
象
絵

画
）、
山
内
久
明
（
ロ
マ
ン
派
研
究
）
ら
「
四
人
組
」
が
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
で
共
有
し
て
い
た
課
題
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら

は
客
観
的
実
在
の
再
現
を
排
し
、
主
体
の
「
行
為
」
や
「
記

号
」
を
通
じ
て
世
界
と
の
関
係
を
再
構
築
す
る
表
現
を
志
向

し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
本
研
究
で
は
、
戯
曲
「
獣
た
ち
の
声
」
か
ら
小
説

「
奇
妙
な
仕
事
」
へ
の
改
作
に
つ
い
て
検
討
し
、
演
劇
的
な

視
点
が
、
小
説
と
い
う
形
式
に
お
い
て
い
か
に
変
容
し
た
か

を
考
察
す
る
。
結
論
と
し
て
、
舞
台
上
の
諸
要
素
を
地
の
文

【
論　

文
】

「
死
の
灰
」
の
行
方

│
│ 

一
九
五
四
年
の
駒
場
、大
江
健
三
郎「
天そ

ら

の
嘆
き
」と「
四
人
組
」の
精
神
史 

│
│
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の
語
り
へ
と
内
包
さ
せ
る
こ
と
で
、
読
者
を
閉
塞
状
況
の
当

事
者
へ
と
巻
き
込
む
独
自
の
文
体
＝
様ス

タ
イ
ル式
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
も
っ
て
、
こ
の
越
境
的
な
変
容
を
、
一
九

五
〇
年
代
と
い
う
転
換
期
が
生
ん
だ
表
現
上
の
必
然
と
し
て

位
置
づ
け
る
。

は
じ
め
に
─
大
江
健
三
郎
「
天そ

ら

の
嘆
き
」

　

一
九
五
四
年
一
一
月
、
新
制
東
京
大
学
の
駒
場
祭
は
、
第

五
福
竜
丸
事
件
を
契
機
と
す
る
原
水
爆
反
対
運
動
が
高
揚
す

る
な
か
で
開
催
さ
れ
た
。
当
時
の
駒
場
祭
の
中
心
企
画

「
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

）
1
（

」
は
「
寸
劇
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
他
踊

り
、
歌
、
仮
装
行
列
な
ど
を
織
り
こ
」
む
も
の
だ
っ
た
が
、

そ
こ
で
も
「「
原
水
爆
反
対
」
と
い
う
テ
ー
マ
」
が
立
て
ら

れ
た
。
そ
の
筆
頭
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
野
外

劇
で
あ
る
。

二
九
年
文
二
・
七
組
の
は
「
生
活
苦
の
日
本
人
が
ビ
キ

ニ
水
爆
の
実
験
で
死
の
灰
を
か
ぶ
り
恐
水
病
に
な
る
。

国
民
は
み
な
犬
み
た
い
に
な
つ
て
き
た
結
果
、
生
活
は

一
挙
に
楽
に
な
るマ

マつ
ま
り
犬
の
生
活
水
準
よ
り
は
現
在

の
国
民
生
活
の
方
が
少
し
は
高
い
と
い
う
わ
け
だ
。
世

の
中
は
落
ち
つ
き
平
和
に
な
る
日
本
中
で
水
爆
を
讃
え

る
歌
が
う
た
わ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

）
2
（

。

　

そ
れ
は
「
犬
の
生
活
」
並
な
「
国
民
生
活
」
が
ア
イ
ロ
ニ

カ
ル
に
描
か
れ
た
後
、
水
爆
礼
賛
と
い
う
ア
ン
チ
・
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
が
訪
れ
る
、
当
時
の
世
相
を
抽
象
化
し
た
寓
話
劇

だ
っ
た
ら
し
い
。

　

こ
の
野
外
劇
が
大
江
健
三
郎
の
戯
曲
、
お
そ
ら
く
は
「
天そ

ら

の
嘆
き
」（
一
九
五
四
・
九
）
で
あ
る
こ
と
は
、
昭
和
二
十

九
年
入
学
文
二
・
七
組
（
フ
ラ
ン
ス
語
未
修
）
で
「
授
業
中

私
語
を
か
わ
す
こ
と
最
も
多

）
3
（

」
か
っ
た
「
四
人
組
」
│
大
江
、

志
甫
溥
、
山
内
久
明
、
高
嶋
勇
│
の
証
言
に
も
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
劇
は
「
第
五
福
竜
丸
事
件
直

後
の
「
死
の
灰
」
に
対
す
る
不
安
と
恐
怖

）
4
（

」
を
背
景
に
、「
国

会
議
員
、
イ
ン
テ
リ
、
労
働
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
牧
師
、
学

生
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
人
物
を
と
お
し
て
当
時
の
世
相
を
寓

意
的
に
表
現
し
た
も
の
」
で
、「「
死
の
灰
」
が
降
っ
て
世
界

は
終
末
を
迎
え
人
々
は
死
滅
す
る
」
と
い
う
幕
切
れ
を
持
っ

て
い
た

）
5
（

。
上
演
に
際
し
て
は
志
甫
が
演
出
を
担
当
、
大
江
も

当
日
は
自
ら
登
壇
し
た
ら
し
い
。
画
家
だ
っ
た
高
嶋
は
劇
中

に
も
画
家
の
役
で
登
壇
し
、
実
際
に
被
爆
し
た
経
験
を
持
つ

山
内
が
「
舞
台
の
う
し
ろ
か
ら
死
の
灰
に
擬
し
た
紙
切
れ
を

撒
い
た

）
6
（

」
と
言
う
。

　

こ
の
と
き
の
台
本
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
直
接
分
か

る
こ
と
は
こ
の
程
度
の
こ
と
で
あ
る

）
7
（

。
し
た
が
っ
て
、
従
来

の
研
究
で
は
検
討
の
埒
外
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
こ
の

劇
を
め
ぐ
っ
て
思
考
し
て
み
た
い
と
思
う
の
は
、
当
時
の
大

江
が
劇
作
家
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
江
の
自
筆
年
譜

）
8
（

に
は
「
天そ

ら

の
嘆
き
」
の
ほ
か
、「
夏
の
休
暇
」（
一
九
五
五
）、

「
死
人
に
口
な
し
」（
一
九
五
六
）、「
獣
た
ち
の
声
」（
一
九

五
六
）
と
い
っ
た
戯
曲
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
出
世
作

「
奇
妙
な
仕
事
」（『
東
京
大
学
新
聞
』
一
九
五
七
・
五
・
二
二
、
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一
〇
〜
一
一
面
）
も
、「
獣
た
ち
の
声
」
を
小
説
へ
と
リ
ラ

イ
ト
し
た
も
の
だ
っ
た
。
在
学
中
の
劇
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、
小
説
家
と
し
て
の
大
江
の
出
発
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
で
も
あ
る
。
大
江
は
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
奇
妙
な

仕
事
」
を
書
き
、
新
世
代
の
旗
手
と
な
り
え
た
の
か
。

　

あ
わ
せ
て
考
え
た
い
の
が
駒
場
の
「
四
人
組
」
に
つ
い
て

で
あ
る
。
彼
ら
「
四
人
組
」
は
、
卒
業
後
は
異
な
る
道
に
進

む
。
志
甫
は
ラ
ジ
オ
東
京
（
現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
に
入
社
し
、
高
嶋

は
有
斐
閣
の
編
集
者
を
務
め
な
が
ら
「
清
冽
な
抽
象
画
を
描

き
）
9
（

」
続
け
た
。
山
内
は
英
文
学
の
研
究
者
と
な
り
、
後
に
大

江
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
講
演
を
翻
訳
す
る
が
、
彼
ら
の
キ
ャ

リ
ア
は
直
接
的
に
大
江
と
交
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
そ

れ
で
も
彼
ら
「
四
人
組
」
は
、
同
じ
場
所
で
同
じ
劇
を
共
有

し
た
時
か
ら
、
多
く
の
事
柄
を
共
有
し
続
け
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
「
四
人
組
」
の
助
け
を
借
り
る
か
た

ち
で
、
初
期
大
江
の
営
為
を
大
江
個
人
の
想
像
力
に
閉
じ
ら

れ
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
時
代
の
想
像
力
に
関
わ
る
も

の
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
も
っ
て
、
そ
こ
に
戦
後
日

本
の
精
神
史
的
転
換
点
の
一
端
を
描
き
出
す
予
定
で
あ
る
。

一
、
五
〇
年
代
大
学
演
劇
と
大
江
健
三
郎

　

当
時
の
大
学
で
演
劇
は
も
っ
と
も
活
発
な
表
現
活
動
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。
そ
の
活
況
を
支
え
た
の
は
演
劇
サ
ー
ク
ル

だ
っ
た
が
、
戦
後
演
劇
の
展
開
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
存
在
と
し
て
、
劇
研
（
東
京
大
学
演
劇
研
究
会
）
と
合
演

（
合
同
演
劇
勉
強
会
）
が
知
ら
れ
て
い
る

）
10
（

。
大
江
が
こ
れ
ら

「
二
つ
の
立
場
の
穴
埋
に
な
る
学
生
演
劇
を
書
こ
う
と
思
っ

て
、
大
学
に
入
っ
た
頃
か
ら
戯
曲
を
い
く
つ
か
書
い
た

）
11
（

」
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
は
異
な
る
志

向
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
た
。

　

劇
研
は
、
サ
ル
ト
ル
や
ア
ヌ
イ
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
演
劇
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
芸
術
至
上
主
義
的
な
演
劇
サ
ー
ク
ル

で
あ
り
、
一
九
五
一
年
に
は
本
邦
初
演
と
な
る
サ
ル
ト
ル

「
墓
場
な
き
死
者
」（
一
九
四
六
）
の
学
外
公
演
を
成
功
さ
せ

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
公
演
に
際
し
て
加
藤
道
夫

が
「
此
の
劇
を
諸
君
が
自
然
主
義
と
同
じ
態
度
で
演
じ
た
ら

全
く
無
意
味
に
な
ろ
う

）
12
（

」
と
新
劇
リ
ア
リ
ズ
ム
に
批
判
的
な

檄
を
飛
ば
し
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
劇
研
の
立
場
を
示
し
て

い
る
。
劇
研
は
、
フ
ラ
ン
ス
演
劇
に
向
き
あ
う
こ
と
で
、
既

成
の
新
劇
を
乗
り
越
え
る
、
自
ら
の
世
代
の
演
劇
を
創
出
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
当
時
劇
研
に
所
属
し
た
渡
辺
守
章
は
、

サ
ル
ト
ル
「
恭
し
き
娼
婦
」（
一
九
四
六
）
上
演
に
際
し
て
、

「
彼
の
提
出
す
る
現
代
人
の
現
実
状
況
に
於
け
る
問
題
は
直

ち
に
吾
々
自
身
の
生
存
問
題
に
繋
が
る

）
13
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
う
し
た
創
作
劇
へ
の
志
向
の
原
点
に
は
、「
転
換
期
の
時

代
意
識
の
中
に
あ
っ
て
、
一
昔
前
の
い
は
ゆ
る
新
劇
の
世
界

を
再
現
し
、
そ
の
雰
囲
気
に
親
し
む
と
い
ふ
こ
と
は
、
到
底

我
々
の
心
情
に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
」、「
学
生
演
劇
が

単
な
る
新
劇
の
亜
流
に
終
ら
ず
、
そ
こ
に
何
か
加
え
う
る
も

の
あ
り
と
す
れ
ば
我
々
の
体
験
と
時
代
意
識
を
我
々
自
身
の

筆
に
よ
り
劇
化
す
る
よ
り
外
、
道
が
な
い
と
思
っ
た
」
こ
と
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が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

）
14
（

。
こ
う
し
た
創
作
劇
へ
の
志
向
は
、
そ

の
後
の
戦
後
大
学
演
劇
の
基
調
を
な
す
も
の
と
も
な
っ
た
。

　

一
方
の
合
演
は
、
左
翼
的
な
色
彩
の
強
い
サ
ー
ク
ル
だ
っ

た
。
そ
の
成
立
は
、
第
一
回
駒
場
祭
（
一
九
五
〇
）
に
際
し

て
定
村
忠
士
が
、
新
制
大
学
を
象
徴
す
る
「
女
子
学
生
」
を

引
っ
張
り
出
し
て
ク
ラ
ス
演
劇
を
上
演
し
た
こ
と
に
由
来
す

る
。
そ
の
後
、
定
村
や
「
除
名
さ
れ
た
党
員
」
を
中
心
に
、

演
劇
経
験
を
持
ち
な
が
ら
既
成
サ
ー
ク
ル
か
ら
距
離
を
取
っ

て
い
た
福
田
善
之
等
が
「
か
な
り
強
引
に
引
っ
張
ら
れ
た
感

じ
で
参
加
し
た
」。
駒
場
の
左
派
学
生
は
多
く
日
本
共
産
党

国
際
派
に
属
し
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
批
判
以
降
「
分
派
刈
り
」

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
福
田
は
合
演
の
芝
居
を
「
壮
士
芝

居
」
と
回
想
し
た
が
、
合
演
は
「
分
派
刈
り
」
に
よ
っ
て
居

場
所
を
失
っ
た
学
生
や
、
社
会
変
革
へ
の
関
心
の
高
い
新
入

生
を
糾
合
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た

）
15
（

。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
の
差
異
は
相
対
的
な

も
の
で
は
あ
っ
た
。「
劇
研
に
も
共
産
党
的
立
場
の
人
」
は

お
り
、「
当
時
の
学
生
は
か
な
り
左
寄
り
」
だ
っ
た

）
16
（

。
合
演

に
も
「
わ
れ
わ
れ
の
芝
居
が
即
「
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

引
き
出
さ
れ
る
の
は
潔
よ
し
と
し
な
い
と
い
う
気
持
ち

）
17
（

」
が

あ
り
、
そ
の
社
会
的
な
問
題
意
識
は
、
政
治
的
な
直
接
行
動

よ
り
も
自
分
た
ち
の
創
作
劇
を
創
出
す
る
こ
と
へ
と
焦
点
化

し
て
い
っ
た
。

　

一
九
五
二
年
に
第
一
回
全
国
大
学
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
が
実

現
し
た
際
、
そ
れ
を
主
導
し
た
の
は
合
演
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
。
だ
が
、
大
学
代
表
を
決
め
る
学
内
選
考
に
は
曲
折
が

あ
っ
た
ら
し
く
、
大
学
厚
生
部
（
学
生
課
）
主
催
に
よ
る
学

内
予
選
が
駒
場
祭
当
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
審
査
委
員
会

（
中
島
健
蔵
委
員
長
）
で
は
、
劇
研
に
よ
る
ワ
イ
ル
ダ
ー
「
長

い
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー
」（
一
九
三
一
）
と
合
演
初
の
創

作
劇
、
平
野
英
彦
（
定
村
忠
士
）「
村
役
場
」（
一
九
五
二
）

が
争
い
、
劇
研
が
選
ば
れ
た
。
翌
年
に
は
第
二
回
学
内
コ
ン

ク
ー
ル
は
「
諸
般
の
事
情
か
ら
」
成
立
し
な
か
っ
た
が
、
別

途
開
催
さ
れ
た
創
作
戯
曲
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
、

志
田
茂
吉
（
田
原
茂
行
）
の
創
作
劇
「
彼
等
は
働
き
つ
づ
け

る
│
あ
る
田
舎
銀
行
の
二
十
四
時
間
│
」（
一
九
五
三
）
は

劇
研
と
合
演
の
合
同
で
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
、「
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
の
た

め
の
創
作
劇
脚
本
」
を
「
全
学
生
か
ら
募
集
」
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
た
。
審
査
に
加
わ
っ
た
山
下
肇
は
、
こ
れ
を
「
年

中
行
事
」
と
し
、
入
選
作
を
「
最
優
秀
サ
ー
ク
ル
に
よ
つ
て

全
学
生
の
前
で
上
演
」
す
る
こ
と
で
「
学
生
生
活
を
通
じ
て

演
劇
の
特
質
を
最
高
度
に
発
揮
し
う
る
絶
好
の
機
会
」
と
す

る
と
と
も
に
、「
共
に
語
り
共
に
考
え
る
契
機
」
と
し
て
も

ら
い
た
い
と
語
っ
て
い
る

）
18
（

。

　

こ
の
企
画
の
背
景
に
は
、
闘
争
や
分
派
抗
争
に
疲
弊
し
、

死
者
ま
で
出
し
た
当
時
の
駒
場
の
危
機
的
状
況
と
、
貧
窮
学

生
の
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
問
題
が
社
会
問
題
化
し
て
い
た
こ
と

へ
の
危
惧
が
あ
っ
た

）
19
（

。
山
下
は
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
の
活

動
を
含
む
学
生
問
題
対
応
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
お
り
、

日
本
戦
没
学
生
記
念
会
の
依
頼
で
合
演
が
演
劇
『
き
け
わ
だ

つ
み
の
声
』（
一
九
五
〇
）
を
上
演
す
る
な
ど
の
協
力
関
係
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も
あ
っ
た
。
ま
た
、
合
演
の
福
田
善
之
が
早
稲
田
大
学
自
由

舞
台
の
ふ
じ
た
・
あ
さ
や
と
合
作
し
た
「
富
士
山
麓
」（
一

九
五
三
）
が
学
内
外
で
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
学
生
問
題
に
対
す
る
複
合
的
な
打
開
策
と
し
て
厚
生
部

主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
企
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
国
立
大
学

の
学
費
は
一
九
五
二
年
度
に
三
六
〇
〇
円
か
ら
六
〇
〇
〇
円

へ
と
値
上
げ
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
賞
金
は
学
費

を
賄
う
こ
と
が
可
能
な
、
入
選
一
篇
一
万
円
、
選
外
佳
作
若

干
篇
三
千
円
に
設
定
さ
れ
た

）
20
（

。
そ
し
て
、
こ
の
翌
年
に
入
学

し
た
大
江
が
、「
一
年
生
と
二
年
生
と
三
年
生
の
三
回
、
そ

れ
に
応
募
し
て
、
授
業
料
を
つ
く
」
っ
た
の
が
、
こ
の
「
一

幕
も
の
の
戯
曲
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
の
で
あ
る

）
21
（

。

　

大
江
の
作
品
は
佳
作
（
入
選
作
な
し
）
だ
っ
た
が

）
22
（

、
第
三

回
コ
ン
ク
ー
ル
は
お
そ
ら
く
は
学
生
演
劇
の
政
治
性
が
問
題

視
さ
れ
て
急
遽
中
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ

ス
演
劇
が
乱
立
し
た
駒
場
祭
の
「
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
で
大
江

の
戯
曲
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
い

ず
れ
に
せ
よ
、
劇
研
や
合
演
の
活
動
が
な
け
れ
ば
大
江
の
戯

曲
も
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

二
、「
富
士
山
麓
」
と
「
僕
等
」
の
演
劇

　

で
は
、
彼
ら
の
創
作
劇
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

か
。
合
演
の
メ
ン
バ
ー
は
五
全
協
綱
領
の
も
と
山
梨
県
の
開

拓
部
落
で
の
農
村
調
査
に
従
事
し
て
お
り
、「
村
役
場
」
は

そ
の
時
の
体
験
を
も
と
に
書
か
れ
た
戯
曲
で
あ
る
。
そ
の
筋

は
「
悪
い
村
長
の
正
体
と
い
う
か
本
質
と
い
う
か
、
最
後
に

は
村
人
が
そ
れ
を
あ
ば
い
て
村
長
を
や
っ
つ
け
る
、
と
い
う

も
の
」
で
、「
そ
の
村
の
階
級
関
係
を
掴
み
だ
し
て
当
面
の

敵
を
あ
ば
く
」
と
い
う
調
査
目
的
に
「
大
筋
で
は
沿
っ
」
た

も
の
だ
っ
た

）
23
（

。「
富
士
山
麓
」
も
同
じ
農
村
調
査
の
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
米
軍
演
習
地
と
し
て
接
収
さ
れ

る
富
士
山
麓
の
開
拓
部
落
を
舞
台
に
、
補
償
金
で
利
益
を
得

る
地
主
、
兵
士
相
手
の
売
春
の
た
め
に
部
屋
を
貸
さ
ざ
る
を

え
な
い
農
民
、
そ
こ
へ
調
査
に
来
た
学
生
運
動
家
た
ち
が
交

錯
す
る
。
一
九
五
三
年
の
五
月
祭
で
上
演
さ
れ
た
直
後
、
東

大
地
震
観
測
所
が
あ
っ
た
浅
間
山
周
辺
を
接
収
す
る
計
画
が

発
覚
し
て
学
生
の
関
心
を
集
め
た
こ
と
も
あ
り
、
自
ら
の
経

験
を
劇
化
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。
福
田
戯
曲
の
原
点
だ
が
、
五
全
協
綱
領
に
忠
実
で
あ
る

と
し
て
「
著
作
目
録
か
ら
抹
殺
さ
れ

）
24
（

」
た
作
品
で
も
あ
る
。

　

井
上
理
惠
が
論
じ
る
よ
う
に
、「
富
士
山
麓
」
は
、
新
劇

流
の
「
写
実
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇

）
25
（

」
の
作
法
に
則
っ
て
、

基
地
問
題
に
晒
さ
れ
て
い
る
現
実
を
再
現
す
べ
く
書
か
れ
て

い
る
が
、
彼
ら
の
創
作
劇
が
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
し
か
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
全
国
大
学
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
に
際
し
て

急
遽
刷
ら
れ
た
ら
し
い
八
頁
の
ガ
リ
版
刷
り

）
26
（

に
は
、
参
加
四

作
品
の
「
梗
概
」
と
「
挨
拶
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
「
村
役
場
」
で
は
「
い
は
ゆ
る
ア
ジ
プ
ロ
演
劇

化
」
を
回
避
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
村
会
選
挙
の
「
テ
ン
ヤ

ワ
ン
ヤ
の
大
騒
ぎ
」
の
な
か
に
、「
イ
ン
テ
リ
生
活
の
中
に

は
仲
々
見
出
せ
な
い
」、「
お
百
姓
さ
ん
」
た
ち
の
「
本
当
の
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笑
い
」
を
描
く
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
当

時
の
社
会
運
動
で
劣
後
し
た
後
衛
だ
っ
た
大
学
生
の
苦
悩

に
、「「
学
生
と
い
う
環
境
に
あ
つ
て
、
ど
う
し
た
ら
創
造
的

な
活
動
が
出
来
る
か
」
と
い
う
問
題
」
が
重
ね
見
ら
れ
て
い

る
。

　

一
九
五
四
年
一
月
に
脱
稿
さ
れ
た
『
テ
ア
ト
ロ
』（
一
九

五
四
・
一
〇
、
七
〇
〜
一
二
六
頁
）
掲
載
の
決
定
稿
「
富
士

山
麓
」
に
は
「
│
仲
間
に
│
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
同
作
が
木
下
順
二
編
『
現
代
戯
曲
集
│
学
校
職

場
演
劇
の
た
め
の
』（
近
代
生
活
社
、
一
九
五
六
）
に
収
録

さ
れ
た
際
の
福
田
に
よ
る
「
解
説
」（
三
一
五
〜
三
一
八
頁
）

で
は
、「
上
演
に
当
つ
て
の
問
題
は
主
要
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト

を
ど
う
つ
か
む
か
で
」、「
最
も
尖
鋭
な
人
物
」
と
「
最
も
反

動
的
な
人
物
」
や
、「
上
演
す
る
人
々
に
と
つ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
つ
と
も

肯
定
的
人
物
像
と
思
わ
れ
る
人
物
」
と
「
一
番
否
定
的
に
感

じ
ら
れ
る
人
物
」
を
単
純
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
、
登
場
人
物

を
「
意
見
や
立
場
の
傀
儡
と
し
て
」
捉
え
る
こ
と
を
戒
め
て

お
り
、
上
演
者
に
葛
藤
の
共
有
を
求
め
て
も
い
る
。
確
認
す

れ
ば
、
当
時
の
学
生
演
劇
や
自
立
演
劇
に
お
い
て
、
上
演
者

は
同
時
に
観
衆
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
の
創
作
劇
が
「
ア
ジ
プ

ロ
演
劇
」
で
あ
っ
た
か
否
か
は
措
く
と
し
て
、
そ
こ
に
は
、

自
分
が
見
た
現
実
を
ど
の
よ
う
に
劇
化
し
、
そ
れ
を
い
か
に

「
仲
間
」
と
共
有
し
て
い
く
か
と
い
う
問
い
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
「
意
見
や
立
場
」
の
葛
藤
を
欠
け
ば
容
易
に

ホ
モ
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
共
同
体
に
転
落
す
る
も
の
だ
っ
た
。
だ

が
同
時
に
、
後
の
福
田
が
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
劇
を
通
し
て

追
求
し
て
い
っ
た
よ
う
な
「
自
分
た
ち
自
身
の
芝
居
を
模
索

す
る
自
然
発
生
的
な
運
動

）
27
（

」
の
萌
芽
で
も
あ
っ
た
。

　

合
演
の
伊
藤
（
共
治
か
）「
苦
し
み
と
闘
い
の
中
か
ら
│

私
た
ち
の
創
作
劇
」（『
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
一
九
五
四
・

五
・
二
一
、
五
面
）
は
、
戦
後
学
生
運
動
で
初
め
て
犠
牲
者

を
だ
し
た
血
の
メ
ー
デ
ー
以
降
の
経
験
の
な
か
で
、「
私
た

ち
の
創
作
劇
」
の
必
要
を
認
識
し
て
い
っ
た
所
以
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

僕
等
は
、
劇
を
つ
く
る
技
術
も
、
専
門
家
に
は
は
る
か

に
劣
り
ま
す
。﹇
…
﹈
た
だ
、
僕
等
は
他
の
人
々
に
ゆ

ず
り
わ
た
す
こ
と
の
で
き
ぬ
、
現
わ
す
べ
き
題
材
を
も

つ
て
い
ま
す
。
学
生
自
身
の
生
活
の
中
か
ら
深
く
ふ
き

出
し
て
く
る
い
ろ
い
ろ
な
、
心
情
、
意
欲
、
そ
れ
は
僕

自
身
に
よ
つ
て
最
も
確
か
に
と
ら
え
ら
れ
る
と
思
う
の

で
す
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
学
生
演
劇
は
素
人
演
劇
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
常
識
を
逆
手
に
と
っ
て
、「
専
門
家
」
に
よ
る

完
成
さ
れ
た
世
界
で
は
な
く
、「
僕
等
」
の
見
た
状
況
を
形

象
化
し
よ
う
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
僕
等
」
の
「
仲

間
」
に
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
限
り
で
開
か
れ
た
意
味
を

持
つ
。
そ
れ
は
、
サ
ル
ト
ル
劇
に
「
直
ち
に
吾
々
自
身
の
生

存
問
題
に
繋
が
る
」
も
の
を
見
た
劇
研
の
渇
望
と
も
通
底
す

る
だ
ろ
う
。

　
「
写
実
的
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
」
の
作
法
に
基
づ
い
た
「
富

士
山
麓
」
は
、
そ
れ
で
も
「
僕
等
」
創
作
者
の
見
た
状
況
を

「
僕
等
」
聴
衆
が
共
有
す
る
劇
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
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既
存
の
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
富
士
山

麓
」
の
脚
本
の
な
か
で
そ
れ
を
か
ろ
う
じ
て
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
る
の
は
、
福
田
の
担
当
し
た
四
幕
末
尾
の
、
次
の
ト

書
き
の
部
分
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
ろ
う
。

演
習
の
轟
音
、
曳
光
弾
の
反
映
の
交
錯
の
う
ち
に
│

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
っ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
幕
│

）
28
（

　

抵
抗
派
と
学
生
が
画
策
し
た
共
同
闘
争
の
企
て
は
権
力
の

策
略
に
よ
っ
て
切
り
崩
さ
れ
て
し
ま
う
。
も
は
や
為
す
術
も

な
く
、
夜
間
演
習
の
轟
音
が
響
く
な
か
で
、「
子
供
た
ち
」

は
学
生
の
話
す
「
民
話
に
一
心
に
聴
き
入
つ
て
い
る
」。
こ

の
終
幕
の
方
向
づ
け
は
「
ア
ジ
プ
ロ
演
劇
」
に
陥
る
危
険
性

を
孕
む
が
、
結
論
は
最
後
ま
で
示
さ
れ
は
し
な
い
。
も
し
も

上
演
者
が
劇
の
「
コ
ン
フ
リ
ク
ト
」
を
自
身
の
葛
藤
と
と
も

に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
轟
音
」
の
炸
裂
音
に
揺
す

ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
観
衆
の
学
生
た
ち
は
「
曳
光
弾
」
の
軌
跡

に
視
線
を
重
ね
つ
つ
、
自
ら
の
立
場
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。「
富
士
山
麓
」
と
い
う
劇
の
新
し
さ
は
、
学
生

演
劇
に
し
て
は
高
い
リ
ア
リ
ズ
ム
の
達
成
を
見
せ
た
こ
と
よ

り
も
、
そ
こ
に
「
僕
等
」
が
見
た
現
実
が
描
か
れ
て
い
た
こ

と
に
あ
る
。
素
人
演
劇
と
規
定
さ
れ
た
当
時
の
学
生
演
劇

は
、
自
分
た
ち
の
現
実
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
す
か
を
追
求

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
行
為
そ
の
も
の
を
表
現

し
て
い
く
六
〇
年
代
演
劇
へ
と
繋
が
る
、
表
現
論
上
の
転
換

へ
の
道
筋
を
開
い
た
の
で
あ
る

）
29
（

。

　

大
江
が
受
け
継
ぎ
、
ま
た
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
は
こ

の
よ
う
な
地
点
だ
っ
た
。

三
、「
火
山
」
の
イ
メ
ー
ジ

　
「
天そ

ら

の
嘆
き
」
以
降
、
大
江
は
戯
曲
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応

募
を
続
け
る
一
方
で
、
学
内
外
の
学
生
向
け
文
学
賞
に
小
説

を
投
稿
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
営
み
の
母
胎
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
学
生
運
動
と
も
深
く
関
わ
っ
た
戦
後
の
学
生
文
化

だ
っ
た
。
大
江
の
小
説
「
黒
い
ト
ラ
ッ
ク
」（『
学
生
生
活
』

一
九
五
六
・
七
、
八
二
〜
九
〇
頁
）
の
掲
載
誌
『
学
生
生
活
』

の
起
源
は
、
渡
邊
恒
雄
が
荒
正
人
ら
と
連
携
し
て
主
体
性
論

争
を
展
開
し
た
雑
誌
『
学
生
評
論
』（
一
九
四
六
〜
五
一
）

で
あ
る
。
四
九
年
か
ら
東
大
国
際
派
細
胞
の
拠
点
と
な
っ
て

い
た
同
誌
は
、
武
井
昭
夫
ら
が
リ
ン
チ
事
件
の
末
に
追
放
さ

れ
る
な
か
で
廃
刊
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
全
学
連
旧
執
行
部

の
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
主
義
」
を
批
判
し
た
新
執
行
部
が
「
学
生

を
主
た
る
読
者
と
し
、
学
生
主
体
で
編
集
発
行
さ
れ
た
学
生

雑
誌
」
を
目
指
し
た
の
が
『
学
園
評
論
』（
一
九
五
二
〜
五

六
）、
の
ち
の
『
学
生
生
活
』（
一
九
五
六
〜
五
六
）
だ
っ

た
）
30
（

。

　

大
江
は
こ
う
し
た
学
生
文
化
の
な
か
で
創
作
を
始
め
た

が
、
同
時
に
、
学
生
運
動
の
党
派
的
な
政
治
性
に
対
し
て
は

批
判
的
だ
っ
た
。
大
江
が
入
学
し
た
頃
の
共
産
党
・
全
学
連

は
武
装
闘
争
路
線
を
未
だ
維
持
し
て
お
り
、「
学
生
の
身
の

回
り
の
問
題
を
社
会
総
体
の
関
係
か
ら
切
り
は
な
し
て
と
り

あ
げ
」
る
「
フ
ニ
ャ
フ
ニ
ャ
の
俗
流
大
衆
路
線
と
、
猛
烈
な
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日
共
の
セ
ク
ト
主
義
と
」
が
「
矛
盾
せ
ず
に
同
居
」
す
る
異

様
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
た
と
さ
れ
る

）
31
（

。
大
江
の
小
説
「
火

山
」（
東
京
大
学
教
養
学
部
学
友
会
『
学
園
』
一
九
五
五
・
九
、

五
七
〜
六
九
頁
、
第
一
回
銀
杏
並
木
賞
）
は
、
学
生
運
動
の

な
か
で
疲
弊
し
て
自
殺
し
た
従
姉
の
女
子
学
生
Ｌ
子
を
悼
む

「
僕
」
の
物
語
だ
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
る
「
ユ
マ
ニ
ス
ト
党
」

の
大
会
の
光
景
は
、「
Ｐ
式
」
と
い
う
非
論
理
的
な
「
党
の

新
綱
領
」
に
つ
い
て
の
演
説
と
、「
熱
狂
し
な
が
ら
」
の
「
ま

ず
い
和
音
効
果
の
合
唱
」
と
が
同
居
す
る
、
当
時
の
駒
場
の

異
様
な
雰
囲
気
を
見
事
に
象
っ
て
い
る

）
32
（

。

　

銀
杏
並
木
賞
の
選
考
委
員
だ
っ
た
山
下
肇
は
、「
火
山
」

が
当
時
実
際
に
全
学
連
の
所
感
派
学
生
が
起
こ
し
た
駒
場
寮

で
の
ス
パ
イ
監
禁
事
件
を
背
景
に
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
）
33
（

。
ま
た
、「
火
山
」
の
Ｌ
子
が
事
件
後
に
自
殺
し
た
女
子

学
生
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
、
Ｌ
子
の
死
に
「
傍
観
者
」

で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
み
続
け
る
「
僕
」
の
語
り
に
、

学
生
運
動
に
対
す
る
大
江
の
批
判
的
な
意
識
を
看
取
で
き
る

こ
と
を
梶
尾
文
武
が
論
じ
て
い
る

）
34
（

。
だ
が
こ
こ
で
着
目
す
べ

き
は
、「
火
山
」
が
「
富
士
山
麓
」
と
同
じ
浅
間
山
周
辺
で

の
基
地
闘
争
を
題
材
に
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
作

品
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
火
山
」
に
お
い
て
「
僕
」
は
、
Ｌ
子
の
死
を
悼
み
な
が

ら
Ｓ
火
山
に
向
か
う
。
そ
こ
で
鉱
山
技
師
や
基
地
問
題
に
抵

抗
す
る
「
義
足
」
の
少
女
と
出
会
い
、
そ
こ
が
「
新
物
質
Ｍ
」

の
た
め
に
外
国
兵
に
接
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
の

だ
が
、「
火
山
」
で
は
現
実
の
基
地
問
題
が
具
体
的
に
描
か

れ
る
こ
と
は
な
く
、「
火
山
の
幻
想
的
な
メ
ル
ヒ
ェ
ン
風
な

神
秘
さ
を
基
地
と
原
爆
の
魔
力
の
寓
話
に
お
き
か
え
」、

「
僕
」
と
「
一
少
女
と
技
師
（
科
学
者
）
と
を
ア
ブ
ス
ト
ラ

ク
ト
風
に
描
き
だ
し

）
35
（

」
て
い
る
。「
火
山
」
は
現
実
の
再
現

で
は
な
く
、「
僕
」
の
見
る
イ
メ
ー
ジ
、
そ
の
眼
差
し
を
描

き
出
し
て
い
く
。

　

火
山
に
向
か
う
列
車
で
「
僕
」
は
「
Ｌ
子
の
死
体
」
を
囲

む
人
々
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ

る
の
は
「
若
い
外
国
人
の
兵
隊
」
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

「
僕
」
の
向
い
に
座
っ
た
兵
士
は
、「
静
か
に
光
る
眼
が
強
い

近
視
鏡
の
向
う
に
の
ぞ
い
て
い
て
、
グ
ラ
フ
雑
誌
を
丹
念

に
」
読
み
、「
当
惑
し
た
よ
う
な
表
情
」
で
「
僕
」
に
菓
子

を
す
す
め
る
。
そ
の
後
に
続
く
の
は
「
昏
れ
て
し
ま
つ
た
風

景
が
な
だ
ら
か
に
走
っ
て
い
つ
て
月
が
出
て
い
た
。
月
は
遠

く
細
い
毎マ

マ

を
草
の
葉
の
よ
う
に
す
つ
き
り
光
ら
せ
て
い
た
」

と
い
う
、「
僕
」
が
見
る
「
月
」
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。
こ

の
「
月
」
へ
の
眼
差
し
は
、
そ
の
後
の
、
脱
走
し
た
兵
士
が

「
憲
兵
隊
に
発
見
さ
れ
て
汽
車
か
ら
飛
び
お
り
、
逃
走
」
す

る
の
を
目
撃
す
る
場
面
に
繋
が
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
「
僕
」

は
、
兵
士
が
「
月
光
を
乱
す
の
を
恐
れ
る
よ
う
に
、
し
な
や

か
な
ク
ロ
ー
ル
を
き
」
る
光
景
を
感
動
し
な
が
ら
見
る
。
他

方
、
同
じ
列
車
に
乗
り
合
わ
せ
た
技
師
は
「
昨
日
の
捕
物
」

を
「
ま
る
で
終
い
ま
で
見
た
」
と
興
奮
気
味
に
語
る
。
こ
こ

で
二
人
は
同
じ
出
来
事
を
見
て
い
る
が
、
同
じ
も
の
を
見
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
技
師
が
自
ら
の
眼
で
見
た
こ
と
、
兵

士
が
「
水
の
中
へ
押
し
こ
ま
れ
る
よ
う
に
沈
ん
で
月
の
光
に
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血
に
汚
れ
た
河
水
が
白
つ
ぽ
く
照
り
か
え
し
て
見
え
た
」
こ

と
を
語
る
の
に
対
し
て
、「
僕
」
は
そ
の
光
景
は
見
て
お
ら

ず
、「
行
動
者
」
の
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
み
を
見
て
い
る
。

「
僕
」
の
眼
差
す
「
行
動
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
基
地
問
題

に
対
し
て
一
直
線
に
抵
抗
す
る
少
女
に
も
重
ね
見
ら
れ
つ

つ
、
Ｌ
子
の
た
め
に
／
よ
う
に
「
行
動
で
き
な
か
っ
た
」、

「
傍
観
者
」
と
し
て
の
「
僕
」
の
自
己
規
定
と
、
そ
れ
に
対

す
る
悔
恨
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
構
図
は
、
山
頂
で
噴
火
に
直
面
し
た
際
に
決
定
的
な

も
の
と
な
る
。
逃
げ
よ
う
と
す
る
「
僕
」
は
、
再
び
山
へ
戻

る
と
宣
言
し
た
技
師
の
顔
に
表
れ
た
「
苦
し
い
後
悔
と
怒
り

の
入
り
ま
じ
つ
た
感
情
」
か
ら
、
Ｌ
子
を
見
捨
て
た
の
か
も

し
れ
な
い
日
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
の
先
に
描
か
れ
る
の

が
、
Ｌ
子
の
火
葬
の
炎
に
重
ね
ら
れ
、
か
つ
「
死
の
灰
」
を

も
想
起
さ
せ
る
、「
火
山
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
技
師
の

「
死
」
の
影
に
象
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
「
僕
」
に
回
心
を
も

た
ら
し
、「
僕
」
は
「
Ｌ
子
に
対
し
て
始
終
、傍
観
的
だ
つ
た
」

自
分
を
発
見
す
る
が
、「
僕
」
は
そ
れ
で
も
「
行
動
者
」
た

り
え
な
い
自
己
を
も
再
発
見
す
る
。

僕
は
息
を
飲
み
、
素
早
く
立
ち
去
つ
て
行
く
彼
の
後
姿

を
見
詰
め
た
。
今
、
噴
火
の
明
る
み
の
中
で
僕
に
山
へ

登
る
こ
と
を
宣
言
し
た
技
師
の
顔
は
青
ざ
め
て
卑
し
い

感
じ
だ
つ
た
が
僕
の
記
憶
力
の
不
正
確
さ
は
や
が
て
彼

の
顔
を
力
強
く
て
美
し
か
つ
た
も
の
と
し
て
修
正
す
る

だ
ろ
う
、
と
僕
は
思
つ
た
。
僕
は
愛
情
に
満
ち
た
畏
怖

を
彼
に
感
じ
た
。
し
か
し
僕
は
彼
に
協
力
す
る
勇
気
を

持
つ
て
い
な
い
し
、
そ
れ
が
何
か
愚
か
な
腹
立
た
し
い

こ
と
の
よ
う
に
さ
え
感
じ
る
、
こ
の
分
別
が
僕
を
い
つ

も
駄
目
に
し
た
、
Ｌ
子
の
場
合
も
そ
う
だ
、
と
僕
は
思

つ
た
。

　

技
師
の
顔
を
「
力
強
く
て
美
し
か
っ
た
も
の
と
し
て
」
見

る
「
僕
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
実
の
「
青
ざ
め
て
卑
し
い
感

じ
」
の
技
師
の
顔
を
塗
り
替
え
る
一
方
で
、「
僕
」
自
身
の

「
分
別
」
が
あ
ら
た
め
て
「
僕
」
を
「
傍
観
者
」
の
立
場
に

置
き
直
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
社
会
問
題
に
関
心
を
寄
せ
な

が
ら
も
、
非
論
理
的
な
運
動
に
は
同
調
で
き
な
い
、
大
江
自

身
の
、
ま
た
そ
の
世
代
の
リ
ア
リ
テ
ィ
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
大
江
の
卒
業
論
文
に
基
づ
く
と
思

わ
れ
る
サ
ル
ト
ル
論
、「『
分
別
ざ
か
り
』
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
」（『
厳
粛
な
綱
渡
り
』、
文
藝
春
秋
、
一
九
六
五
、
一

五
七
〜
一
七
〇
頁
）
に
も
通
底
し
て
い
る
。
そ
こ
で
大
江
は
、

サ
ル
ト
ル
「
分
別
ざ
か
り
」（
一
九
四
五
、『
自
由
へ
の
道
』

第
一
部
）
の
主
人
公
マ
チ
ウ
は
、
自
ら
を
「
分
別
ざ
か
り
」

と
み
な
す
こ
と
で
「
と
り
か
え
し
が
つ
か
な
い
現
実
を
生
き

て
し
ま
っ
た
」
と
論
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
分
別
ざ
か
り
」
は

そ
れ
だ
け
で
完
結
し
て
お
り
、
続
篇
は
マ
チ
ウ
が
ど
の
よ
う

な
人
間
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に

論
じ
る
な
か
で
大
江
は
、「
行
動
し
え
な
い
」
マ
チ
ウ
と
「
行

動
的
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
」
に
象
ら
れ
た
ブ
リ
ュ
ネ
と
を
対
比

し
な
が
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

『
分
別
ざ
か
り
』
の
小
説
的
世
界
は
、
反
・
ブ
リ
ユ
ネ

的
な
死
の
世
界
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
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死
の
色
彩
に
ふ
ち
ど
ら
れ
て
わ
れ
わ
れ
に
現
実
を
提
示

す
る
。
サ
ル
ト
ル
は
ブ
リ
ユ
ネ
で
な
い
。
ブ
リ
ユ
ネ
は

つ
ね
に
客
体
で
あ
っ
て
《
見
ら
れ
る
存
在
》
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
は
マ
チ
ウ
と
と
も

に
死
者
の
領
域
に
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
が
死
者
と
な
っ
た

あ
と
ブ
リ
ユ
ネ
的
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
日
を
ひ
ら

く
。
コ
ム
ニ
ズ
ム
あ
る
い
は
行
動
的
人
間
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
つ
ね
に
他
者
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
サ

ル
ト
ル
の
本
質
的
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
変
り
え
な
い

の
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
は
、
あ
る
い
は
サ
ル
ト
ル
に

よ
っ
て
悲
劇
的
に
象
徴
さ
れ
る
西
欧
は
ブ
リ
ユ
ネ
に
対

し
て
死
せ
る
他
者
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
だ

）
36
（

。

　
「
火
山
」
に
お
い
て
「
僕
」
に
よ
っ
て
眼
差
さ
れ
る
世
界

も
、「
死
の
色
彩
に
ふ
ち
ど
ら
れ
て
」
お
り
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
は
つ
ね
に
向
こ
う
側
に
見
る
べ
き
も
の
と
し
て
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
「
火
山
」
の
読
者
は
、
マ
チ
ウ
的
な
「
僕
」
の
眼

差
し
を
通
じ
、
死
に
象
ら
れ
た
「
現
実
」
を
追
体
験
す
る
。

噴
火
の
イ
メ
ー
ジ
に
核
の
恐
怖
が
重
な
る
時
、
そ
れ
は
核
時

代
を
生
き
る
人
間
が
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
に
重
ね
ら
れ

る
。「
火
山
」
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
読
者

を
不
安
へ
と
巻
き
込
ん
で
い
く
。
重
要
な
の
は
「
僕
」
の
語

り
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
運
動
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
を
「
想
像
力
」
と
い
う
語
彙
で
説
明
す

る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
そ

れ
が
大
江
一
人
の
孤
立
し
た
営
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
も
、
サ
ル
ト
ル
の
影
響
の
み
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
時
代
の
精
神
と
し
て
、

「
四
人
組
」
に
も
分
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

四
、�

テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
志
甫
溥�

─
「
四
人
組
」（
一
）

　

一
九
五
七
年
の
五
月
祭
で
合
演
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
リ
ヤ

の
戯
曲
「
恐
怖
」（
一
九
五
四
）
を
上
演
し
た
。「
恐
怖
」
は

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
事
件
を
題
材
に
、
夫
妻
を
擁
護
す
る
証
言

を
躊
躇
っ
て
い
た
医
師
が
、
娘
に
導
か
れ
て
恐
怖
を
乗
り
越

え
る
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。
劇
団
民
藝
が
上
演
し
た
際
、

荒
正
人
は
そ
れ
を
松
川
事
件
に
結
び
つ
け
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ

ム
に
象
徴
さ
れ
る
現
代
の
不
安
と
恐
怖
を
「
私
た
ち
も
ま
た

超
え
ね
ば
な
ら
ぬ

）
37
（

」
と
論
じ
た
。
合
演
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目

と
言
え
よ
う
が
、
こ
こ
で
の
関
心
は
、
公
演
に
際
し
「
四
人

組
」
の
一
人
、
志
甫
溥
が
効
果
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と

だ
。
同
年
の
駒
場
祭
公
演
で
は
志
甫
の
演
出
に
よ
っ
て
ジ
ャ

ン
・
ア
ヌ
イ
の
「
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
」（
一
九
四
四
）
が
上
演

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
合
演
か
ら
独
立

し
た
の
が
劇
団
駒
場
だ
っ
た
。
主
導
し
た
の
は
、
後
に
帝
劇

の
支
配
人
と
な
る
小
坂
弘
治
と
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
名
を
馳
せ
る
久
世
光
彦
で
あ
り
、
久
世
は
「
恐
怖
」

公
演
時
に
は
演
出
を
担
当
し
て
い
た
。

　

劇
団
駒
場
は
、
合
演
の
行
動
理
念
と
は
異
な
る
「
芸
術
至

上
の
作
劇
姿
勢
」
を
持
ち
、「
ノ
ン
ポ
リ
組
」
が
「
文
学
的

香
り
の
高
い
フ
ラ
ン
ス
の
翻
訳
戯
曲
を
レ
パ
ー
ト
リ
イ
に
選
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ん
だ
」
も
の
と
評
さ
れ
て
い
る

）
38
（

。
し
か
し
、
そ
れ
を
非
現
実

的
な
傾
向
と
捉
え
る
な
ら
ば
正
し
い
と
は
言
え
な
い
。
大
学

演
劇
で
定
番
だ
っ
た
ア
ヌ
イ
の
「
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
」
は
、
占

領
下
フ
ラ
ン
ス
で
抵
抗
の
象
徴
と
し
て
受
容
さ
れ
た
作
品
で

あ
り
、
五
〇
年
代
前
半
ま
で
は
政
治
的
な
抵
抗
の
劇
と
し
て

受
け
取
ら
れ
て
い
た
が

）
39
（

、
こ
の
時
期
に
は
「
人ユ

マ

ニ

ス

ム

間
主
義
」
が

限
界
を
迎
え
た
現
代
の
危
機
を
象
徴
す
る
、
存
在
論
的
な
劇

へ
と
変
奏
さ
れ
て
い
る
。
当
時
よ
く
読
ま
れ
た
Ｒ
・
Ｍ
・
ア

ル
ベ
レ
ス
『
現
代
作
家
の
叛
逆
』（
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
一
九

五
五
、
中
村
眞
一
郎
訳
）
は
、
一
九
世
紀
的
な
合
理
主
義
や

進
歩
主
義
が
崩
壊
し
た
後
の
二
〇
世
紀
文
学
を
、
画
一
化
し

た
倫
理
や
規
範
、
人
間
性
の
理
念
に
対
す
る
「
叛
逆
」
の
文

学
と
し
て
論
じ
た
。
そ
こ
で
マ
ル
ロ
ー
、
カ
ミ
ュ
、
ア
ヌ
イ
、

ア
ラ
ゴ
ン
、
サ
ル
ト
ル
等
は
「
幸
福
な
懶
惰
を
求
め
る
ア
ポ

ロ
的
意
思
に
対
し
て
、
人
間
の
救
済
を
求
め
る
プ
ロ
メ
テ
的

意
思
を
表
現

）
40
（

」
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
理
性
的
に

治
政
を
徹
底
し
よ
う
と
す
る
ク
レ
モ
ン
王
に
対
し
て
、
自
身

の
魂
の
純
潔
を
守
る
た
め
に
「
ノ
ン
」
を
突
き
つ
け
て
死
を

選
ぶ
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
は
、
欺
瞞
に
満
ち
た
現
代
社
会
に
対
す

る
激
し
い
精
神
的
叛
逆
の
象
徴
だ
っ
た
。
ア
ル
ベ
レ
ス
は
、

そ
う
し
た
「
叛
逆
」
の
文
学
を
、
天
界
か
ら
火
を
盗
み
人
間

に
与
え
た
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
ち
な
ん
で
、
意
味
や
価
値
を
自

ら
作
り
そ
う
と
す
る
「
プ
ロ
メ
テ
」
の
文
学
と
呼
ん
で
い
る
。

「
火
山
」
に
お
い
て
僕
が
出
会
う
「
義
足
」
の
少
女
に
、「
プ

ロ
メ
テ
」
と
し
て
の
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
を
重
ね
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。
劇
団
駒
場
が
上
演
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
「
プ
ロ

メ
テ
」
の
作
品
な
の
で
あ
り
、
そ
の
問
題
意
識
は
次
の
よ
う

な
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
に
あ
っ
た
。

私
た
ち
の
新
し
い
芝
居
は
凡
ゆ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的

性
格
を
拒
む
。
現
実
生
活
の
忠
実
な
描
写
に
依
っ
て
真

の
人
生
を
見
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。﹇
…
﹈
私
た
ち

の
い
ま
ま
で
見
て
き
た
芝
居
の
中
の
人
生
は
ど
れ
も
私

た
ち
の
記
憶
に
既
に
治マ

マ

め
ら
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
そ

の
変
形
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
動
き
そ
こ
に
喋

る
人
物
た
ち
の
グ
リ
ム
プ
ス
に
も
私
た
ち
は
飽
き
た

）
41
（

。

　
「
私
た
ち
が
舞
台
に
の
せ
る
の
は
い
ま
ひ
と
つ
の
人
生
で

な
く
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
人
生
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
「
必
要

な
の
は
人
生
に
ひ
と
つ
の
明
確
さ
を
与
え
得
る
、
鋭
く
磨
か

れ
た
精
神
と
そ
し
て
技
巧
だ
」。
こ
こ
で
「
技
巧
」
と
は
、

死
ん
だ
現
実
を
「
修
正
」
し
、
生
き
た
現
在
を
組
織
す
る
た

め
の
装
置
の
謂
い
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
単
な
る
「
芸

術
至
上
の
作
劇
姿
勢
」
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
一
九

五
四
年
に
ア
ヌ
イ
「
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
」
を
初
演
し
た
劇
団
四

季
の
浅
利
慶
太
に
よ
る
、
激
烈
な
新
劇
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
と

も
重
な
り
合
う
も
の
だ
ろ
う
。

　

一
九
五
〇
年
代
の
浅
利
は
、
新
劇
の
「
写
実
主
義
」
的
リ

ア
リ
ズ
ム
と
「
性
格
描
写
」
を
中
心
に
し
た
「
ス
タ
ニ
ス
ラ

0

0

0

0

0

フ
ス
キ
イ

0

0

0

0

・
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

」
を
激
烈
に
批
判
し
て
、「
俳
優
は

性
格
に
な
り
代
わ
る
の
で
は
な
く
、
態
度
を
自
己
を
媒
体
と

し
て
開
示
す
る
も
の

）
42
（

」
だ
と
い
う
存
在
論
的
な
俳
優
論
を
展

開
し
て
い
た
。そ
れ
は
大
江
の
演
劇
観
と
も
照
応
す
る
。「
演

劇
的
と
反
演
劇
的
│
こ
こ
で
反
演
劇
的
と
は
、
ア
ン
チ
・
テ
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ア
ト
ル
と
は
関
係
が
な
い
。」（『
文
学
界
』
一
九
六
〇
・
七
、

一
四
〇
〜
一
四
二
頁
）
で
大
江
は
「
現
実
世
界
を
、
人
間
関

係
の
劇
と
し
て
把
握
す
る
」「
抽
象
化
の
努
力
は
本
質
的
に

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
チ
ク
だ
」
と
論
じ
た
。
優
れ
た
劇
は
「
死
に

ぎ
わ
の
現
実
世
界
に
激
し
さ
を
あ
た
え
」、「
現
実
世
界
で
は

自
分
が
ね
む
り
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
さ
と
」

る
。
だ
が
「
日
本
の
新
劇
の
舞
台
」
に
は
「
な
ん
ら
の
激
し

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
ら
わ
れ
な
い
」。「
ご
く
平
均
的
な
静
か
な

サ
ラ
リ
ー
・
マ
ン
が
、
あ
る
新
劇
団
の
舞
台
に
の
こ
の
こ
あ

が
っ
て
い
つ
て
、
隅
に
ひ
つ
そ
り
と
坐
つ
て
い
て
も
」
誰
も

気
が
付
か
な
い
だ
ろ
う
。

　

大
江
は
「
若
い
日
本
の
会
」
で
浅
利
と
出
会
う
が

）
43
（

、
そ
の

際
、
浅
利
と
同
様
に
加
藤
道
夫
の
薫
陶
を
受
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
吉
田
直
哉
と
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
に
し

て
い
る
。
そ
の
吉
田
も
、
羽
仁
進
と
の
記
録
映
画
を
め
ぐ
る

論
争
の
な
か
で
、
結
論
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
た
記
録
映
画
を
「
説
得
映
画
」
と
呼
び
、「
な
ぜ
、
そ

の
思
考
の
過
程
を
、
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
表
現
し
て
行
か
な

い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
批
判
し
つ
つ
、
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
の
方
法
は
「
現
在
進
行
形
」
の
「
思
考
の
過
程
」

そ
の
も
の
を
示
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た

）
44
（

。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
大
江
と
吉
田
は
意
見
が
対
立
し
て
い
る
が
、
行

為
性
そ
の
も
の
の
表
現
を
称
揚
し
、
受
け
手
の
参
加
を
目
指

す
そ
の
方
法
は
、
む
し
ろ
「
奇
妙
な
仕
事
」
に
お
け
る
犬
の

吠
え
声
の
軌
跡
と
重
な
り
合
う
。

　

志
甫
が
入
社
し
た
一
九
五
八
年
頃
の
放
送
局
に
は
、
多
く

の
大
学
演
劇
経
験
者
が
集
っ
て
い
る

）
45
（

。
在
学
中
に
劇
研
や
ギ

リ
シ
ア
悲
劇
研
究
会

）
46
（

に
属
し
、
ク
レ
オ
ン
王
も
演
じ
た
村
木

良
彦
や
、
志
甫
も
参
加
し
た
「
恐
怖
」
に
出
演
し
た
阿
部
昭

は
、
志
甫
と
同
じ
ラ
ジ
オ
東
京
（
Ｋ
Ｒ
テ
レ
ビ
）
に
入
社
し

た
。
入
社
時
は
志
甫
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
を
志
望
し

て
「
報
道
局
に
所
属
し
、
主
と
し
て
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
て
い
た

）
47
（

」。

六
〇
年
安
保
の
際
に
狩
り
出
さ
れ
て
最
初
に
樺
美
智
子
の
名

を
社
に
知
ら
せ
た
の
も
志
甫
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
は
編

成
へ
と
転
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
萩
本
晴
彦
・
村
木

良
彦
・
今
野
勉
『
お
前
は
た
だ
の
現
在
に
す
ぎ
な
い
│
テ
レ

ビ
に
何
が
可
能
か
│
』（
田
端
書
店
、
一
九
六
九
）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
、
テ
レ
ビ
を
「
い
ま
こ
の
瞬
間
」
を
共
有
す

る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
係
争
的
に
論
じ
、
表
現
し
て
い
っ
た
テ

レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
革
新
運
動
に
、
志
甫
が
直
接

関
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
ア
ヌ
イ
を
演
出
し
た
志

甫
は
、「
私
に
と
っ
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
と
は
何
か
を
問
い
続
け
る
こ
と
で
あ
る

）
48
（

」
と
述
べ
た
村
木

ら
と
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
村
木

ら
が
設
立
し
た
テ
レ
ビ
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
制
作
の
番
組
に
対
し

て
宮
内
庁
が
ク
レ
ー
ム
を
寄
せ
た
際
は
、
当
時
Ｔ
Ｂ
Ｓ
編
成

部
課
長
だ
っ
た
志
甫
が
「
事
前
に
宮
内
庁
と
話
し
合
う
ス
ジ

で
は
な
い
」
と
拒
絶
し
て
い
る

）
49
（

。
言
う
ま
で
も
な
く
テ
レ
ビ

は
放
送
さ
れ
な
け
れ
ば
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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五
、
抽
象
絵
画
と
高
嶋
勇
─
「
四
人
組
」（
二
）

　

高
嶋
の
絵
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
る
術
が
な
い
が
、

五
〇
年
代
か
ら
抽
象
絵
画
を
描
き
続
け
る
こ
と
の
思
想
的
意

味
は
測
定
可
能
で
あ
る
。

　

一
九
五
三
年
の
「
抽
象
と
幻
想
展
」
等
を
象
徴
的
契
機
と

し
て
「
具
体
的
な
物
の
形
を
と
ど
め
な
い
ノ
ン
・
フ
ィ
ギ
ュ

ラ
テ
ィ
フ
の
抬
頭
が
際
立
ち
、
抽
象
美
術
が
急
激
に
隆
盛
と

な
っ

）
50
（

」
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
五
六
年
の
「
世
界
・
今
日
の

美
術
展
」
開
催
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
旋

風
」
が
起
こ
り
、「
美
術
の
基
調
」
は
「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
対
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
「
抽

象
へ
」
の
方
向
に
転
換
す
る

）
51
（

」。
も
ち
ろ
ん
、
五
〇
年
代
に

お
け
る
抽
象
絵
画
の
流
行
は
、
単
に
海
外
か
ら
の
輸
入
の
み

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
固
有

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
浮
上
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

　
「
富
士
山
麓
」
が
書
か
れ
た
頃
、
安
部
公
房
や
勅
使
河
原

宏
と
い
っ
た
、
花
田
清
輝
の
影
響
を
受
け
た
前
衛
的
な
若
手

芸
術
家
た
ち
は
山
村
工
作
隊
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
体
験

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
桂
川
寛
「
小
河
内
村
」（
一
九

五
二
）
や
山
下
菊
二
「
あ
け
ぼ
の
村
物
語
」（
一
九
五
三
）

等
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
で
あ
る
。
そ
の
試
み
は
、
共
産

党
公
式
の
「
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
要
請
に
対
し
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
否
定
的
媒
介
に
、
前
近
代
的
な
も
の

や
大
衆
芸
術
を
対
置
す
る
こ
と
で
現
実
の
社
会
問
題
を
描
き

出
そ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
あ
け
ぼ
の
村
物

語
」
は
、
山
梨
県
で
起
こ
っ
た
曙
村
事
件
を
、「
土
着
的
な

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

）
52
（

」
と
も
評
さ
れ
る
方
法
で
再
構
成
し
て

い
る
。
そ
の
画
面
は
三
つ
の
消
失
点
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
、

そ
こ
に
労
働
者
の
蜂
起
、
地
主
に
よ
る
殴
打
、
自
警
団
の
追

跡
と
溺
死
と
い
う
凄
惨
な
事
件
の
プ
ロ
セ
ス
が
同
時
並
行
的

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
一
連
の
出
来
事
を
俯
瞰
し
て

見
う
る
の
は
山
林
地
主
だ
け
で
あ
り
、
見
る
者
は
そ
の
眼
差

し
を
追
体
験
し
な
が
ら
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
だ
と
さ
れ

た
。
た
だ
し
、「
富
士
山
麓
」
と
同
様
に
現
実
の
事
件
を
描

き
出
そ
う
と
す
る
点
で
、
そ
れ
ら
は
ま
だ
具
象
的
で
は
あ
っ

た
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
そ
う
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
模

索
の
な
か
か
ら
一
群
の
「
線
描
的
絵
画
」
が
胚
胎
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
光
田
ゆ
り
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
登
場
し
、

「
実
験
公
房
」「
制
作
者
懇
談
会
」
等
の
領
域
横
断
的
な
グ

ル
ー
プ
を
組
ん
だ
新
人
芸
術
家
│
桂
川
寛
、
池
田
龍
雄
、
河

原
温
、
中
村
宏
等
│
が
「
銅
版
画
、
ペ
ン
画
、
鉛
筆
画
な
ど
、

素
材
の
幅
の
な
か
に
、
ほ
ぼ
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
線
描
に
よ
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
描
写
」
を
行
い
、「
時
事
問
題
や
同
時
代

社
会
を
表
そ
う
と
す
る
、
状
況
の
絵
画
が
同
時
多
発
的
に
制

作
さ
れ
た
」
こ
と
を
論
じ
、
そ
れ
ら
を
「
線
描
的
絵
画
」
と

概
括
し
て
い
る
。
彼
ら
に
同
一
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
は
「
潜
在
的
な
、
ペ
イ
ン
タ
リ
ー
な

正
統
的
油
彩
画
へ
の
反
発
あ
る
い
は
離
反
の
姿
勢
」
や
、
素

朴
な
線
描
や
「
印
刷
の
複
数
性
」
に
「
民
衆
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
可
能
性
を
み
る
態
度
」
が
共
通
し
て
読
み
取
ら
れ
る
と
さ
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れ
る

）
53
（

。
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
一
九
五
三
年
の
「
ニ
ッ
ポ

ン
展
」（
東
京
都
美
術
館
）
に
出
品
さ
れ
た
河
原
温
「
浴
室

シ
リ
ー
ズ
」（
一
九
五
一
〜
一
九
五
九
）
で
あ
ろ
う
。
河
原

は
物
語
的
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
拒
絶
し
、
タ
イ
ル
張
り
の

冷
徹
な
グ
リ
ッ
ド
の
中
に
、
切
断
さ
れ
た
肉
体
を
一
種
の
記

号
と
し
て
配
置
し
た
。
そ
こ
で
絵
画
は
何
か
の
表
現
で
は
な

く
、
解
剖
さ
れ
る
べ
き
状
況
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
江
も
参
加
し
た
砂
川
闘
争
か
ら
は
、
警
官
隊
が
座
り
込

み
の
農
民
た
ち
を
排
除
す
る
さ
ま
を
「
土
着
的
な
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
」
で
描
い
た
中
村
宏
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画

「
砂
川
五
番
」（
一
九
五
五
）
も
登
場
し
た
が
、
こ
の
頃
に
は
、

「
毛
沢
東
主
義
と
も
言
う
べ
き
中
国
の
素
朴
写
実
の
絵
画
が

肯
定
的
な
媒
介
と
し
て
導
入
さ
れ

）
54
（

」
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵

画
は
批
判
的
に
乗
り
越
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
針
生
一

郎
）
55
（

は
、
武
井
昭
夫
と
の
「
政
治
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と
芸

術
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
」
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
で
、
砂

川
闘
争
を
語
る
言
説
を
例
に
、
そ
れ
が
鉄
条
網
の
向
こ
う
の

帽
子
と
い
っ
た
「
符
牒
を
あ
わ
せ
た
よ
う
に
同
じ
イ
マ
ー

ジ
ュ
」
を
描
く
紋
切
り
型
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し

た
。
針
生
に
よ
れ
ば
、「
内
灘
、
富
士
山
麓
、
日
鋼
室
蘭
、

水
爆
マ
グ
ロ
、
そ
の
他
社
会
的
ト
ピ
ッ
ク
を
あ
つ
か
っ
た
大

部
分
の
絵
画
が
、
個
別
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
イ
マ
ー
ジ
ュ
と

主
観
的
で
一
般
的
な
情
緒
と
の
な
い
ま
ぜ
か
ら
ぬ
け
だ
し
て

い
な
い
」。「
警
官
隊
と
土
下
坐
す
る
群
衆
の
対
立
が
現
象
的

に
と
ら
え
ら
れ
、
怒
り
と
絶
望
と
い
っ
た
表
情
だ
け
が
、
様

式
化
さ
れ
た
線
描
で
誇
張
的
に
訴
え
ら
れ
」
た
り
す
る
の

が
、「
社
会
的
主
題
を
あ
つ
か
う
絵
画
の
ほ
と
ん
ど
常
套
と

な
っ
て
い
る
」。
そ
こ
で
は
、「
個
別
的
な
物
や
経
験
と
、
概

念
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
「
野
合
さ
せ
ら
れ
」
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
結
局
「
自
然
主
義
的
な
感
性
の
上
に
つ

ぎ
た
さ
れ
」、「
形
骸
と
化
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
モ
ラ
ル

や
自
我
意
識
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す
る
態
度
」
の
帰
結
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
針
生
の
批
判
は
「
富
士
山
麓
」
へ
の

批
判
と
も
な
り
う
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
批
判
の
延
長
線
上
に
参
照
さ
れ
る
の

が
ユ
ン
グ
で
あ
り
抽
象
芸
術
だ
っ
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

は
フ
ロ
イ
ト
の
「
精
神
分
析
に
お
け
る
自
由
連
想
の
方
法
」

と
結
び
つ
い
た
「
オ
ー
ト
マ
チ
ス
ム
」
に
よ
っ
て
、「
物
体

を
そ
の
効
用
と
意
味
か
ら
切
り
離
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
、

投
げ
出
さ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
」
を
可
能
に

し
た
。
だ
が
そ
れ
は
主
観
的
で
あ
り
、
ダ
リ
の
よ
う
に
「
個

別
的
な
対
象
に
埋
没
す
る
一
種
の
フ
エ
チ
シ
ズ
ム
に
お
ち

い
」
る
危
険
性
も
あ
る
。
む
し
ろ
無
意
識
を
「
人
類
が
は
る

か
な
祖
先
以
来
内
奥
に
累
積
し
て
き
た
巨
大
な
精
神
的
遺
産

と
み
」
る
「
ユ
ン
グ
の
集
合
的
無
意
識
の
理
論
」
や
、
そ
れ

に
依
拠
し
た
ミ
ロ
の
よ
う
な
、「
抽
象
芸
術
と
結
び
つ
い
て
、

記
号
化
さ
れ
た
生
命
の
原
型
を
求
め
」
る
画
家
た
ち
に
着
目

す
る
こ
と
で
、「
心
理
的
な
亀
裂
を
外
部
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
仮

託
し
て
、
霊
や
怪
物
や
残
酷
な
暴
力
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
つ
く

り
だ
し
」、「
社
会
的
に
疎
外
さ
れ
た
諸
価
値
を
ふ
た
た
び
奪

回
す
る
道
を
さ
し
示
す
こ
と
が
で
き
る
」。
こ
う
し
た
針
生

の
所
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、
抽
象
絵
画
を
描
く
こ
と
は
、
既
存
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の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
、
現
代
社
会

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
を
問
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

　

戦
後
の
抽
象
芸
術
の
展
開
の
な
か
で
参
照
さ
れ
た
の
が

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
に
よ
る
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
論
で
あ

る
）
56
（

。
リ
ー
ド
に
よ
れ
ば
ク
レ
ー
の
線
描
は
、
自
然
の
姿
の
再

現
で
も
主
観
的
な
感
情
の
表
現
で
も
な
く
、
そ
れ
自
体
が
生

成
す
る
運
動
そ
の
も
の
の
形
象
化
、
一
種
の
記
号
で
あ
る
。

リ
ー
ド
は
そ
れ
を
「
ユ
ン
グ
的
な
心
理
学
」
と
結
び
つ
け
、

「
線
」
を
原
型
的
無
意
識
の
表
出
と
み
な
し
た
。
も
っ
て
線

描
の
運
動
は
、
既
存
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
解
体
し
、
か
つ

断
片
化
し
た
人
間
性
を
回
復
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。

一
九
五
六
年
に
来
日
し
た
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ラ
ゴ
ン
は
、
現
代

に
お
い
て
最
も
着
目
さ
れ
る
べ
き
画
家
は
も
は
や
ピ
カ
ソ
で

は
な
く
ク
レ
ー
だ
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
「
線
」
の

重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。

芸
術
家
と
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
形
態
の
創
造
者
で
あ

る
。
そ
し
て
形
態
と
映
像
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
な

の
で
あ
る
。
線
は
な
ん
ら
か
の
物
語
を
語
る
ま
え
に
、

す
で
に
そ
れ
自
身
の
生
命
を
持
ち
、
均
衡
、
非
均
衡
、

予
期
せ
ざ
る
リ
ズ
ム
な
ど
へ
の
発
展
を
含
む
そ
れ
自
ら

の
存
在
を
持
っ
て
い
る
。
線
は
、
空
虚
の
う
ち
に
定
着

さ
れ
て
現
わ
れ
る
と
き
、
す
で
に
そ
の
存
在
を
主
張
す

る
）
57
（

。

　

そ
の
線
描
の
な
か
に
画
家
自
身
の
存
在
論
的
な
行
為
が
描

か
れ
、
そ
の
行
為
に
よ
っ
て
事
物
と
の
関
係
は
変
容
さ
せ
ら

れ
る
。こ
の
よ
う
な
議
論
は
、東
野
芳
明
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
パ

ウ
ル
・
ク
レ
ー
試
論
」（『
み
づ
ゑ
』
五
八
六
、
一
九
五
四
・

六
、
二
五
〜
三
九
頁
、
美
術
評
論
新
人
賞
）
に
お
い
て
す
で

に
内
在
的
に
現
れ
て
も
い
た
。
東
野
は
、
ク
レ
ー
を
「
童
話

の
世
界
や
魔
術
的
な
夢
の
国
」
を
描
い
た
も
の
と
見
る
従
来

の
見
方
を
退
け
、
そ
の
線
や
形
の
生
成
過
程
に
厳
格
か
つ
論

理
的
な
思
考
の
持
続
を
読
む
。
近
代
市
民
社
会
を
支
え
た

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
「
解
体
の
激
流
の
さ
な
か
」
に
お
い
て

は
、「
そ
の
故
に
こ
そ
無
数
の
可
能
性
」
が
開
か
れ
、
そ
の

空
白
の
な
か
に
引
か
れ
る
ク
レ
ー
の
「
オ
ト
マ
テ
ィ
ク
の
不

思
議
な
力
」
に
こ
そ
逆
説
的
に
開
か
れ
て
い
く
「
現
代
の
リ

ア
リ
テ
ィ
」
が
あ
る

）
58
（

。
そ
こ
に
「
可
能
へ
の
出
発
点
」
を
見

る
東
野
の
議
論
も
ま
た
、「
僕
等
」
の
表
現
を
模
索
し
た
格

闘
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

　

か
な
り
降
っ
て
か
ら
の
発
言
で
あ
る
が
、
池
田
龍
雄
は
自

作
に
つ
い
て
、「
い
わ
ば
、
私
の
内
部
世
界
（
こ
こ
ろ
）
と

外
部
の
世
界
（
政
治
・
社
会
）
と
の
間
の
ど
う
に
も
な
ら
な

い
関
係
│
相
和
し
融
合
し
合
う
こ
と
の
な
い
関
係
を
形
に
し

た
も
の
」
だ
と
説
明
し
て
い
る

）
59
（

。
高
嶋
に
と
っ
て
の
抽
象
絵

画
も
、
彼
自
身
と
世
界
と
の
抜
き
差
し
な
ら
な
い
関
係
を
形

象
化
し
た
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

六
、�
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
文
学
と
山
内
久
明�

─
「
四
人
組
」（
三
）

　
『
新
し
い
人
よ
眼
ざ
め
よ
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
）、『
燃
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え
あ
が
る
緑
の
木
』（
講
談
社
、
一
九
九
三
〜
一
九
九
五
、

三
部
作
）
等
で
大
江
が
扱
い
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
自
体
を
主

0

0

0

0

0

0

0

0

題0

と
し
た
作
家
た
ち
、
ブ
レ
イ
ク
や
イ
ェ
イ
ツ
は
、
ロ
マ
ン

派
文
学
の
研
究
者
と
な
っ
た
山
内
の
研
究
対
象
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
一
致
も
偶
然
と
は
言
え
な
い
。

　

大
学
院
に
進
学
し
た
山
内
は
、
磯
田
光
一
ら
と
雑
誌

『C
ritica

』（
一
九
五
九
〜
八
〇
）
を
発
刊
し
て
い
る
。
こ
れ

は
高
橋
康
也
ら
に
よ
る
雑
誌
『E

ssays

』（
一
九
五
五
〜
七

四
）
の
衣
鉢
を
継
ぐ
も
の
で
、
次
世
代
の
若
い
研
究
者
が
、

自
分
た
ち
の
手
で
新
た
な
研
究
の
場
を
創
ろ
う
と
し
た
も
の

だ
っ
た
。『C

ritica

』
創
刊
号
の
巻
頭
論
文
は
山
内
の
「
人

間
性
と
非
人
間
性
の
文
学
│Yeats
とE

liot

の
一
側
面
│
」

（『C
ritica

』
一
、
一
九
五
九
・
一
一
、
一
〜
一
六
頁
）
で
、

エ
リ
オ
ッ
ト
に
よ
る
イ
ェ
イ
ツ
評
価
の
転
変
を
手
が
か
り
に

し
た
比
較
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
山
内
は
、
イ
ェ
イ
ツ
の
詩
の

源
泉
を
「
有
機
的
な
生
命
へ
の
志
向
（self

）」
と
「
無
機
的
・

永
遠
的
な
芸
術
へ
の
志
向
（anti-self

）」
と
の
葛
藤
に
求
め

る
。「
自
我
（self

）」
と
「
反
対
自
我
（anti-self

）」
の
内

面
的
な
葛
藤
の
現
れ
が
イ
ェ
イ
ツ
に
お
け
る
「m

ask

」
│

「
真
の
自
我
」
を
見
つ
け
る
た
め
に
演
じ
ら
れ
る
も
の
│
の

概
念
な
の
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
生
命
へ
の
鑽
仰
が
あ
る

イ
ェ
イ
ツ
は
「
人
間
性
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）」
の
詩
人
と

み
な
さ
れ
、
人
間
的
な
も
の
を
乗
り
越
え
て
抽
象
的
な
「
非

個
性
」
を
志
向
す
る
エ
リ
オ
ッ
ト
は
「
反
人
間
性
（
ア
ン

チ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）」
の
詩
人
と
み
な
さ
れ
る
。
エ
リ

オ
ッ
ト
が
晩
年
の
イ
ェ
イ
ツ
を
評
価
す
る
の
は
、
む
し
ろ

「m
ask

」
へ
の
志
向
が
放
棄
さ
れ
て
本
来
的
な
生
身
の
生
が

剥
き
だ
し
に
な
っ
た
イ
ェ
イ
ツ
に
、「
下
降
か
ら
の
上
昇
」

に
こ
そ
可
能
性
を
見
出
す
エ
リ
オ
ッ
ト
が
逆
説
的
な
評
価
を

与
え
た
か
ら
な
の
だ
と
山
内
は
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

対
立
す
る
も
の
の
葛
藤
の
な
か
に
生
成
さ
れ
る
「m

ask

」

に
詩
の
本
質
を
見
る
と
い
う
構
図
が
見
ら
れ
る
。

　

同
様
の
構
図
は
山
内
久
明
「
想
像
力
の
至
福
と
呪
縛
」

（『O
beron　

英
文
学
研
究
雑
誌
』
一
八
、
一
九
六
二
・
一
、

三
五
〜
四
〇
頁
）
に
も
見
ら
れ
る
。
同
論
は
、
イ
ェ
イ
ツ
の

詩
に
お
け
る
劇
的
な
葛
藤
の
構
造
を
分
析
し
、
詩
人
の
想
像

力
が
持
つ
「
至
福
」
と
「
呪
縛
」
の
二
重
性
に
つ
い
て
論
じ

る
。
イ
ェ
イ
ツ
「
学
童
参
観
」（
一
九
二
七
）
の
「
劇
的
構
造
」

に
は
対
立
す
る
価
値
、「
質
量
生
成
の
世
界
」
と
「
形
相
的

存
在
の
世
界
」
が
あ
る
。
前
者
は
老
い
を
伴
う
現
実
の
生
命

の
世
界
で
あ
り
、
後
者
は
芸
術
作
品
に
象
徴
さ
れ
る
永
遠
で

不
変
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
あ
る
が
、
イ
ェ
イ
ツ
に
お
い
て

は
「
作
品
の
完
成
」
の
た
め
に
「
生
の
充
実
」
を
犠
牲
に
せ

ざ
る
を
得
ず
、
常
に
挫
折
や
孤
立
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
「
失
意
」
を
宿
命
化
す
る
コ
ウ
ル

リ
ッ
ジ
的
な
想
像
力
に
よ
っ
て
こ
そ
彼
の
詩
は
生
成
し
て
い

る
の
で
あ
り
、
イ
ェ
イ
ツ
の
偉
大
さ
は
失
意
の
た
び
に
新
た

な
「
仮
面
」
を
創
造
し
続
け
た
点
に
あ
る
と
山
内
は
論
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
詩
の
原
理
の
根
底
に
詩
人
の
心
理
的
な
葛

藤
を
見
る
、
山
内
の
精
神
分
析
的
な
研
究
は
当
時
い
か
な
る

批
評
的
射
程
を
有
し
て
い
た
か
。
手
が
か
り
は
、
山
内
が

「m
ask

の
中
心
概
念
、self

とanti-self

の
葛
藤
」
を
論
じ
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る
際
に
、「self

を
超
克
し
て
無
機
的
なanti-self

を
確
立

し
よ
う
と
す
る
」
衝
動
を
、「
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
（W

orringer

）

の
用
語
を
借
り
」
て
「
一
種
の
抽
象
衝
動
」
と
説
明
し
て
い

る
点
に
あ
る

）
60
（

。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
は
、『
抽

象
と
感
情
移
入
』（
一
九
〇
八
）
に
お
い
て
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
や
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
の
な
か
に
「
抽
象
衝
動
」
を
見
出

し
、
そ
れ
を
「
感
情
移
入
」
に
対
置
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
以
前
の
美
学
の
主
流
で
あ
っ
た
テ
オ
ド
ー
ル
・

リ
ッ
プ
ス
の
美
学
は
、
自
然
の
対
象
に
美
を
見
出
す
原
理
を

「
感
情
移
入
」
に
見
る
人
間
中
心
主
義
的
な
美
学
だ
っ
た
が
、

ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
に
お
い
て
は
「
抽
象
衝
動
」
が
「
未
開
人
」

が
世
界
の
混
沌
や
無
限
を
前
に
し
た
際
に
そ
れ
ら
を
意
味
付

け
よ
う
と
し
て
起
こ
る
抽
象
化
の
衝
動
と
さ
れ
、「
感
情
移

入
」
に
対
置
さ
れ
た
。
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
世
界
史

は
こ
れ
ら
二
つ
の
精
神
的
態
度
の
相
克
の
過
程
と
し
て
展
開

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
感
情
移
入
」
に
基

づ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
歴
史
観
は
相
対
化
さ
れ
、
写

実
的
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
逸
脱
す
る
「
東
洋
芸
術
」
や
「
未
開

芸
術
」
が
再
発
見
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

）
61
（

。
付
け
加
え
て

お
け
ば
、
こ
う
し
た
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
の
議
論
は
、
フ
ラ
ン

ツ
・
マ
ル
ク
ら
青
騎
士
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
ク
レ
ー
の
線

描
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ロ
マ
ン
派
詩
人
を
対
象
と
し
た
心
理
学
的
研
究
は
、
ヴ
ォ

リ
ン
ガ
ー
の
影
響
を
受
け
た
Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
を
経
て
、

Ｉ
・
Ａ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
想
像
力
』（
一

九
三
四
）
へ
と
連
な
る
も
の
だ
っ
た

）
62
（

。
石
倉
和
佳

）
63
（

は
、
二
〇

世
紀
前
半
の
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
至
る
潮
流
の
な

か
で
、
む
し
ろ
そ
の
想
像
力
を
め
ぐ
る
議
論
の
必
要
の
た
め

に
、
当
時
未
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の

批
評
的
な
テ
キ
ス
ト
が
発
見
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を

論
じ
て
い
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
お
け
る
ロ
マ
ン
派
研
究

は
、
ロ
マ
ン
派
の
詩
を
合
理
的
批
評
的
に
体
系
化
し
て
精
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
学
の
現
代
的
な
価
値
を
逆
説
的
に
定

位
し
、
も
っ
て
産
業
革
命
以
降
の
引
き
裂
か
れ
た
社
会
に
可

能
な
公
共
性
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
っ
た
。
有
機
的

な
「
人
間
性
」
と
抽
象
的
な
「
非
人
間
性
」
の
相
克
の
な
か

に
新
た
な
「m

ask

」
が
生
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
論
じ
、

そ
こ
に
ロ
マ
ン
派
の
詩
の
本
質
を
見
る
山
内
の
研
究
は
そ
の

正
系
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
議
論
が
、
リ
ア
リ
ズ

ム
を
問
い
直
し
た
五
〇
年
代
日
本
で
有
効
な
批
評
性
を
持
っ

て
い
た
所
以
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
磯
田
光
一
の
ロ
マ
ン
派
研

究
が
ロ
マ
ン
派
の
詩
に
産
業
革
命
下
の
社
会
で
生
き
る
近
代

人
の
問
題
を
読
み
取
り
、
日
本
近
代
の
問
題
に
対
照
し
て
い

く
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば

）
64
（

、
山
内
の
研
究
は
そ
う
し
た
問
題

意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
よ
り
普
遍
的
な
詩
の
原
理
の
問
題
と

し
て
思
考
す
る
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
原

型
批
評
か
ら
構
造
主
義
へ
向
か
う
動
向
に
直
接
的
に
ア
ク
セ

ス
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
、
山
内
は
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
が
在

籍
し
て
批
評
や
ブ
レ
イ
ク
を
講
じ
て
い
た
ト
ロ
ン
ト
大
学
大

学
院
に
留
学
し
た

）
65
（

。
山
内
の
主
た
る
目
的
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ

ジ
の
膨
大
な
「
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
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キ
ャ
ス
リ
ン
・
コ
バ
ー
ン
に
師
事
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
の
研
究
の
成
果
の
ひ
と
つ
に
「C

oleridge

に
お
け

るD
ejection

の
問
題
」（『
季
刊
英
文
学
』
一
二
、
一
九
六

六
・
八
、
一
八
四
〜
二
〇
一
頁
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
詩
に
お
け
る
「D

ejection

」（
失
意
）
が
、

個
人
的
な
不
遇
や
詩
作
の
枯
渇
と
し
て
で
は
な
く
、
作
品
全

体
を
貫
く
根
源
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。

「D
ejection

」
は
精
神
と
自
然
の
断
絶
に
よ
っ
て
生
じ
る
想

像
力
の
危
機
で
あ
り
、
そ
の
対
極
に
あ
る
「Joy

」（
喜
び
）

と
の
緊
張
関
係
の
中
に
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
詩
的
宇
宙
の
本

質
が
あ
る
と
山
内
は
論
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
、「
精
神
分
析

的
観
点
を
軸
に
し
て
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
を
含
む
ロ
マ
ン
主
義
文

学
を
解
釈
し
て
い
く
山
内
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ユ
ン
グ
に
源

流
を
発
す
る
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
叢
書
の
嫡
流

）
66
（

」
だ
っ
た
。
ボ
ー

リ
ン
ゲ
ン
叢
書
は
、
ユ
ン
グ
を
中
心
に
ス
イ
ス
の
ア
ス
コ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
た
知
の
饗
宴
、
エ
ラ
ノ
ス
会
議
の
流
れ
を
汲

む
も
の
で
、
宗
教
学
、
神
話
学
、
深
層
心
理
学
、
神
秘
主
義

等
の
領
域
横
断
的
な
学
術
書
を
多
数
刊
行
し
、
二
〇
世
紀
人

文
学
の
枠
組
み
を
塗
り
替
え
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
）
67
（

。
コ
バ
ー
ン
の
研
究
を
支
え
た
の
も
叢
書
を
刊
行
し
た

ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
財
団
で
あ
る
。
財
団
に
よ
る
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ

研
究
へ
の
支
援
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
五
一
年
、
エ
ラ
ノ
ス

会
議
に
も
関
係
の
あ
っ
た
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
が
「
コ

バ
ー
ン
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
「
持
ち
込
ん
だ
」
こ
と
に
よ
る

）
68
（

。

　

大
戦
の
惨
禍
が
リ
ー
ド
を
し
て
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
想
像
力

に
向
か
わ
せ
た
も
の
に
相
違
な
い
が
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ

と
は
、
リ
ー
ド
が
コ
バ
ー
ン
に
続
け
て
キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ

ン
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
レ
イ
ン
は
、
後
に
大
江

が
精
読
す
る
『
ブ
レ
イ
ク
と
伝
統
』（
一
九
六
九
）
の
著
者

だ
が
、
同
書
も
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
叢
書
の
一
冊
で
あ
る
。
大
江

や
山
内
の
在
学
中
に
は
、
す
で
に
ブ
レ
イ
ク
と
コ
ウ
ル
リ
ッ

ジ
を
め
ぐ
る
レ
イ
ン
の
小
論
が
翻
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ

で
レ
イ
ン
が
描
き
出
す
ブ
レ
イ
ク
は
、「
抽
象
衝
動
」
を
備

え
た
「
線
」
の
芸
術
家
で
あ
り
、
ユ
ン
グ
派
の
精
神
分
析
家

で
あ
る
。「
線
は
ブ
レ
イ
ク
に
と
っ
て
は
想
像
の
極
印
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
」。な
ぜ
「
線
」
か
と
言
え
ば
、「
線

の
強
調
は
、
石
器
時
代
の
洞
窟
内
の
描
画
か
ら
ゴ
シ
ッ
ク
芸

術
に
い
た
る
ま
で
」「
宗
教
芸
術
の
特
質
を
な
し
て
い
る
」

か
ら
で
あ
り
、
古
代
か
ら
続
く
「
象
徴
と
神
話
」
の
大
系
と

「
現
代
人
が
も
っ
て
い
る
心
理
学
的
洞
察
と
を
結
合
」
し
て

い
く
彼
の
思
考
の
「
様ス

タ
イ
ル式

」
そ
の
も
の
で
も
あ
る
か
ら
だ

）
69
（

。

レ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
詩
も
ユ
ン
グ
の
「
唱

え
る
四
種
類
の
能
力
」
を
兼
ね
備
え
た
「
思
考
の
最
高
の
様

式
」
で
あ
る
。
レ
イ
ン
は
リ
ー
ド
の
講
演
記
録
「
批
評
家
と

し
て
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
」（
一
九
四
八
）
を
参
照
し
な
が
ら
、

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
を
「
知
覚
の
諸
要
素
を
溶
解
し
再
統
合
し
、

一
つ
の
統
一
体
、
合
成
体
、
と
し
て
具
現
化
す
る
」
想
像
力
、

す
な
わ
ち
「
ロ
ー
マ
ン
主
義
の
原
理
」
の
「
創
始
者
」
と
捉

え
て
い
く
。「
ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
卿
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ

ジ
の
哲
学
を
実
存
主
義
の
一
形
態
だ
と
述
べ
て
い
る
」
が
、

「
こ
の
実
存
主
義
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
世
界
に
一
度
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な
ら
ず
現
わ
れ
、
人
間
の
頭
脳
に
よ
っ
て
到
達
し
う
る
最
高

の
自
覚
を
示
す
様
に
見
え
た
一
思
想
形
式
の
当
世
風
の
名
称

に
過
ぎ
な
い

）
70
（

」。
レ
イ
ン
の
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
は
実
存
主
義
者

な
の
で
あ
る
。

　

在
学
中
の
大
江
が
深
瀬
基
寛
訳
に
よ
っ
て
エ
リ
オ
ッ
ト
や

オ
ー
デ
ン
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
深

瀬
に
よ
れ
ば
エ
リ
オ
ッ
ト
に
お
け
る
「
伝
統
」
は
「
近
代
の

合
理
主
義
に
よ
っ
て
死
物
化
さ
れ
た
過
去
」
と
は
異
な
る
、

「
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
実
存
性
を
知
覚
せ
し
め

る
と
こ
ろ
の
文
化
史
的
な
持
続
的
な
動
態
」
だ
っ
た
。「
伝

統
」
と
は
、「
旧
い
も
の
」
と
「
新
ら
し
い
も
の
」
が
「
対

立
的
に
向
い
合
い
な
が
ら
、
し
か
も
交
互
に
他
を
含
み
合
う

と
い
う
絶
対
矛
盾
の
相
関
作
用
」、
そ
の
「
動
態
」
で
あ
り
、

現
在
か
ら
共
同
体
に
共
有
さ
れ
た
過
去
に
向
け
て
の
投
企
な

の
で
あ
る

）
71
（

。

　
「
伝
統
」
と
い
う
語
は
通
常
、
保
守
主
義
と
親
和
的
な
語

と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
深
瀬
が
実
存
主
義
者
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
。だ
が
、深
瀬
が
語
る
投
企
と
し
て
の
「
伝

統
の
実
存
性
」
は
、
た
と
え
ば
矢
内
原
伊
作
が
当
時
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
た
実
存
主
義
文
学
の
現
代
性
と
、
社
会
的
な

関
係
の
場
へ
の
投
企
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
大
差
が
な
い
。

も
は
や
人
格
の
自
由
と
か
個
性
の
解
放
と
か
と
い
う
主

張
は
空
虚
な
欺
瞞
に
過
ぎ
ず
、
現
実
か
ら
隔
離
さ
れ
た

観
察
者
の
位
置
に
身
を
お
い
て
社
会
や
人
間
を
外
か
ら

眺
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
文
学
者
は
社
会
か
ら
疎

外
さ
れ
た
自
己
を
意
識
し
つ
つ
、
自
己
の
底
に
虚
無
の

深
淵
を
見
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
単
独
者
、
孤
独
者
、

異
邦
人
と
し
て
社
会
的
現
実
の
中
に
自
ら
生
き
、
虚
無

に
直
面
す
る
そ
の
苦
悩
を
通
じ
て
人
間
の
全
体
性
を
回

復
し
、
存
在
の
根
拠
を
指
し
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
72
（

。

　

五
〇
年
代
前
半
ま
で
の
日
本
で
は
、
オ
ー
デ
ン
・
グ
ル
ー

プ
の
イ
ギ
リ
ス
詩
人
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
拠
っ
て
フ
ァ
シ

ズ
ム
に
抗
し
た
抵
抗
詩
人
と
し
て
読
ま
れ
た
。
ブ
レ
イ
ク
や

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
さ
え
時
に
そ
の
系
譜
に
お
い
て
読
ま
れ
た

が
）
73
（

、
深
瀬
は
そ
う
し
た
見
方
を
社
会
的
側
面
し
か
見
な
い

「
片
目
の
文
化
論

）
74
（

」
と
批
判
し
て
い
た
。
劇
研
と
合
演
の
あ

い
だ
で
戯
曲
を
書
こ
う
と
し
た
大
江
は
、
不
毛
な
学
生
運

動
・
政
治
運
動
に
冷
や
や
か
な
眼
差
し
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
、

オ
ー
デ
ン
や
深
瀬
を
読
ん
で
い
た
。
サ
ル
ト
ル
と
イ
ギ
リ

ス
・
ロ
マ
ン
派
へ
の
眼
差
し
は
、
大
江
に
お
い
て
は
そ
も
そ

も
矛
盾
な
く
同
居
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

大
江
が
深
瀬
に
つ
い
て
語
る
際
に
強
調
す
る
の
は
、
そ
の

翻
訳
や
文
体
に
つ
い
て
だ
っ
た
。
深
瀬
の
『
鑑
賞
世
界
名
詩

選　

エ
リ
オ
ッ
ト
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
五
四
）
は
原
詩
と

深
瀬
訳
を
対
照
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
大
江
は
対

訳
を
往
還
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で
、「
自
分
の
言
葉
と
の
あ

い
だ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
そ
の
た
び
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
」

と
語
る

）
75
（

。
こ
の
評
価
は
、『
壊
れ
も
の
と
し
て
の
人
間
│
活

字
の
む
こ
う
の
暗
闇
』（
講
談
社
、
一
九
七
〇
）
で
語
ら
れ

る
大
江
の
文
学
論
│
自
身
の
内
部
の
暗
闇
を
、
複
数
の
言
語

の
あ
い
だ
で
揺
れ
動
き
続
け
る
こ
と
で
言
葉
に
し
て
い
く
こ
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と
│
と
連
続
し
て
い
る
。
そ
こ
に
深
瀬
か
ら
の
影
響
は
認
め

ら
れ
る
が
、
単
に
深
瀬
に
教
え
ら
れ
た
と
言
う
よ
り
も
、
五

〇
年
代
の
時
代
の
枠
組
み
の
な
か
で
出
発
し
た
大
江
が
自
ら

掴
み
取
っ
て
い
っ
た
も
の
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
に
お
け
る
「
失
意
」

（D
ejection

）
を
、
新
た
な
「
仮
面
」
を
創
造
し
続
け
る
宿

命
と
し
て
読
み
解
い
た
山
内
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
山
内
は

フ
ラ
イ
の
『
批
評
の
解
剖
』（
一
九
五
七
）
に
つ
い
て
、「
壮

大
な
批
評
体
系
の
中
で
」
追
求
さ
れ
る
「
失
わ
れ
た
黄
金
時

代
と
楽
園
の
恢
復
」、
す
な
わ
ち
「
エ
ピ
フ
ァ
ニ
ー
」
の
意

味
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
フ
ラ
イ
自
身
が
「
探
求
の
神
話
が

内
に
秘
め
持
つ
ロ
マ
ン
主
義
的
衝
動
を
追
体
験
し
て
い
る
」

と
論
じ
た

）
76
（

。
ま
た
、
山
内
が
英
語
圏
向
け
に
書
い
た
日
本
近

代
文
学
史
論
は
、
そ
れ
を
西
洋
文
化
と
日
本
の
伝
統
と
の
引

き
裂
か
れ
に
お
い
て
、「A

uthenticity

」（
本
来
性
）
を
希

求
し
続
け
た
も
の
と
し
て
意
味
づ
け
て
い
る

）
77
（

。
そ
の
な
か
で

大
江
は
、
安
部
公
房
と
並
べ
ら
れ
、「
疎
外
」
を
故
郷
と
す

る
現
代
日
本
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
英
語
圏
に
お
い
て
そ
れ
は
、「
虚
無
の
深
淵
」
が
露

呈
し
た
現
代
に
お
い
て
、
文
明
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
普
遍

的
問
題
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
に
違
い

な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、「
荒
地
」
と
な
っ
た
戦
後
・
現
代

に
お
い
て
普
遍
的
な
詩
の
原
理
を
追
求
し
た
山
内
の
研
究
に

は
、
被
爆
体
験
を
原
点
と
し
た
、
山
内
自
身
の
「
ロ
マ
ン
主

義
的
衝
動
」
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。「D

ejection

」

が
「Joy

」
へ
の
契
機
で
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
被
爆
体
験
は

世
界
と
人
間
を
恢
復
す
る
契
機
と
も
な
る
は
ず
だ
か
ら
だ
。

お
わ
り
に�

─
戯
曲
「
獣
た
ち
の
声
」
か
ら
小
説
「
奇
妙
な
仕
事
」
へ

　

石
井
晴
一
は
、
戯
曲
「
獣
た
ち
の
声
」
の
「
才
気
と
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
た
会
話
は
滑
稽
で
悲
し
く
、
彼
の
劇
作
家
と

し
て
の
才
能
を
示
す
も
の
」
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
小
説
「
奇

妙
な
仕
事
」
へ
と
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
る
こ
と
で
、「
犬
の
な
き

声
が
導
入
部
と
結
末
に
巧
み
に
使
わ
れ
」
る
よ
う
に
な
り
、

「
僕
た
ち
の
置
か
れ
た
曖
昧
な
、
腹
立
た
し
い
状
況
が
よ
り

的
確
に
と
ら
え
ら
れ
」
て
い
た
と
証
言
し
て
い
る

）
78
（

。
一
方
で
、

大
江
の
「
犬
殺
し
の
歌
」（『
群
像
』
一
九
六
六
・
一
〇
、
二

二
一
頁
）
で
は
、
こ
の
戯
曲
か
ら
小
説
へ
の
書
き
換
え
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
、「
自
分
の
感
じ
方
や
、
考
え
方
に
も
っ

と
も
遠
い
形
式
の
よ
う
に
思
え
て
い
た
」
は
ず
の
「
小
説
の

形
式
で
し
か
書
き
つ
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
に
思
え
る

も
の
が
見
え
て
き
た
」
の
だ
と
語
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

戯
曲
由
来
の
会
話
と
、
小
説
の
「
犬
の
吠
え
声
」
の
間
に
、

小
説
家
大
江
の
出
発
点
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で

「
奇
妙
な
仕
事
」
を
め
ぐ
っ
て
大
江
は
、
ま
ず
次
の
「
詩
の

ご
と
き
も
の
」
を
書
き
、
そ
れ
か
ら
「
一
幕
の
喜
劇
」
を
書

い
た
と
も
語
っ
て
い
る
。

お
ま
え
を
咬
み
殺
す
ほ
ど
巨
き
い
犬
を
処
理
す
る
に
は

ま
ず
お
ま
え
の
睾
丸
を
い
じ
り
ま
わ
せ
よ

そ
の
掌
を　

殺
す
べ
き
犬
に
嗅
が
せ
よ
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犬
は
イ
カ
れ
る　

す
か
さ
ず
殴
れ

大＊

き
な
希
望
を
ふ
く
ん
だ
恐
怖
の
悲
鳴
を
あ
げ
て

犬
か
（
Ａ
）

お
ま
え
が
（
Ｂ
）

死
ぬ

ま
た
は　

お
ま
え
た
ち
は
結
婚
す
る
（
Ｃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
…
…
魯
迅
『
野
草
』

　

こ
こ
に
「
な
ぜ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
記
号
を
つ
け
て
お
い
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
記
憶
が
な
い
」
が
、
そ
れ

を
戯
曲
、
さ
ら
に
小
説
へ
と
書
き
換
え
る
こ
と
で
、「
一
挙

に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
で
あ
る
よ
う
な
混
沌
の
気
分
を
、
小
説
の
形

式
で
は
じ
め
て
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
た
」

と
大
江
は
述
べ
て
い
る

）
79
（

。
だ
が
こ
の
「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
記
号
」

は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
が
試
み
、
日
本
で
も
荒
地
派
が
主
導
し
て

追
求
さ
れ
て
い
た
詩
劇
に
お
け
る
コ
ロ
ス
（
合
唱
）
パ
ー
ト

の
歌
い
手
を
示
す
記
号
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
劇
は
、
散
文
に
よ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
劇
を

乗
り
越
え
、
断
片
化
し
た
共
同
体
を
束
ね
直
す
べ
く
実
践
さ

れ
た
韻
文
劇
の
試
み
だ
っ
た
。
そ
の
舞
台
を
象
徴
的
な
空
間

に
昇
華
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
悲
劇

に
範
を
と
っ
た
コ
ロ
ス
で
あ
る
。
コ
ロ
ス
は
、
超
越
的
な
立

場
か
ら
運
命
を
歌
い
上
げ
、
時
空
を
超
え
た
物
事
を
繋
ぐ
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
時
に
観
客
の
心
情
を
代
弁
す
る
こ

と
で
舞
台
と
客
席
と
を
繋
ぎ
、
舞
台
と
観
客
席
と
を
隔
て
る

障
壁
、
い
わ
ゆ
る
「
第
四
の
壁
」
を
超
え
る
等
の
役
割
を

担
っ
た

）
80
（

。
右
の
「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
」
は
い
ず
れ
も
「
お
ま
え
」

の
矛
盾
し
た
運
命
を
超
越
的
立
場
か
ら
語
っ
て
お
り
、「
お

ま
え
」
に
自
分
を
重
ね
る
読
み
手
は
、
そ
れ
を
運
命
の
声
の

よ
う
に
聞
く
こ
と
に
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
寓
話
劇
な
い
し
状
況
劇
と
言
う
べ
き
大
江
の

戯
曲
は
詩
劇
と
は
異
な
る
が
、「
天そ

ら

の
嘆
き
」
に
即
し
て
言

え
ば
、
観
客
を
巻
き
込
み
、
運
命
を
告
げ
る
声
に
相
当
す
る

役
割
を
果
た
す
の
は
、
世
界
に
終
末
を
告
げ
る
「
死
の
灰
」

だ
ろ
う
。「
死
の
灰
」
が
降
る
と
き
、
距
離
を
と
っ
て
舞
台

を
眺
め
て
い
た
観
客
は
、
ま
ず
は
視
覚
的
に
「
死
の
灰
」
に

眼
を
奪
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
ひ
と
た
び
投
下
さ
れ
れ

ば
犬
も
人
間
も
等
し
く
死
滅
す
る
原
爆
の
象
徴
だ
と
気
づ
い

た
と
き
、「
第
四
の
壁
」
は
無
効
化
さ
れ
て
い
く
。

　

大
江
は
自
分
が
「
芝
居
を
書
く
と
き
に
は
」
小
説
よ
り

「
も
っ
と
高
次
に
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
」
す
る
た
め
、
そ

の
結
果
「
一
つ
の
会
話
を
構
成
す
る
言
葉
の
数
が
現
実
の
言

葉
の
数
よ
り
も
多
く
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
常
語
で
書

か
れ
た
「
戯
曲
の
会
話
の
文
体
」
は
「
小
説
の
会
話
の
文
体
」

と
「
非
常
に
似
て
い
る
」
が
、「
僕
は
会
話
の
日
常
的
な
リ

ア
リ
ズ
ム
を
こ
わ
す
こ
と
か
ら
出
発
し
」、「
き
わ
め
て
多
く

の
こ
と
を
し
ゃ
べ
ら
せ
」
る
こ
と
で
「
日
常
的
な
リ
ア
リ
ズ

ム
」
を
乗
り
越
え
た
い
と
大
江
は
語
っ
た

）
81
（

。
こ
の
よ
う
な
作

劇
術
は
サ
ル
ト
ル
的
な
状
況
劇
を
志
向
す
る
も
の
だ
が
、
サ

ル
ト
ル
の
状
況
劇
で
は
、
舞
台
に
抽
象
化
さ
れ
た
状
況
を
観

客
が
自
律
的
に
思
考
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
意
図
的
に

舞
台
と
観
客
と
の
あ
い
だ
に
距
離
を
と
る
「
離
見
演
劇
」
が

目
指
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

）
82
（

。
舞
台
か
ら
距
離
を
と
る
こ
と

+服部訓和様.indd   21+服部訓和様.indd   21 2026/06/18   9:38:242026/06/18   9:38:24



「死の灰」の行方

総合文化研究第 32 巻第 1号（2026.6）― 51（22）―

で
却
っ
て
状
況
へ
の
参
加
が
促
さ
れ
る
と
い
う
構
図
は
、
矛

盾
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
観
客
と
舞
台
の
関
係
を
め
ぐ
っ

て
対
立
す
る
ベ
ク
ト
ル
を
両
立
さ
せ
る
困
難
を
内
包
し
た
も

の
で
は
あ
っ
た
。
大
江
の
戯
曲
「
動
物
倉
庫
」（『
文
学
界
』

一
九
五
七
・
一
二
、
一
七
〜
二
九
頁
）
に
は
そ
の
困
難
が
よ

く
現
れ
て
い
る
。

　

初
期
作
品
群
に
共
通
す
る
「
閉
塞
状
況
」
を
戯
曲
化
し
た

「
動
物
倉
庫
」
で
は
、「
奇
妙
な
仕
事
」
と
よ
く
似
た
登
場
人

物
が
登
場
し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
多
く
の
事
柄
を
考

え
、
会
話
し
て
い
く
。
だ
が
そ
こ
で
「
学
生
」
は
視
点
人
物

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
奇
妙
な
仕
事
」
の
「
私
大
生
」
の
よ

う
な
通
俗
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
、
誤
解
に

よ
っ
て
サ
ー
カ
ス
の
蛇
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
「
倉
庫
番
」
と

「
事
務
員
」
を
非
難
す
る
役
回
り
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
作
品
で
は
「
閉
塞
状
況
」
を
学
生
の
そ
れ
か
ら
切
り
離
し

て
抽
象
化
す
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
る
一
方
で
、
次
の
会
話
に

見
ら
れ
る
、
観
客
の
視
線
を
誘
導
す
る
し
か
け
に
よ
っ
て
、

「
離
見
」
に
よ
る
状
況
の
抽
出
と
観
客
と
の
共
有
の
両
立
が

図
ら
れ
て
い
た
。

事
務
員　
（
ゆ
っ
く
り
）
蛇
が
海
へ
入
っ
て
行
く
の
を

見
た
人
が
い
る
の
ね
…
…

サ
ー
カ
ス
の
男　
（
狼
狽
し
て
）
え
え
、
そ
れ
は
確
か

で
す
。
月
が
出
た
ば
か
り
の
凪
い
だ
海
を
、
ヨ
ッ
ト

の
よ
う
に
白
く
光
り
な
が
ら
、
す
ば
ら
し
い
早
さ
で

泳
い
で
行
っ
た
そ
う
で
す
…
…

）
83
（

　

実
際
に
は
す
で
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
蛇
が
、
海
を
自
ら

泳
い
で
逃
げ
た
の
を
見
た
と
い
う
、「
火
山
」
で
の
「
外
国

人
の
兵
士
」
の
逃
走
に
よ
く
似
た
イ
メ
ー
ジ
が
こ
こ
で
は
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
江
藤
淳
は
、「
そ

の
論
理
が
一
つ
の
感
覚
的
な
美
し
い
イ
メ
イ
ジ
を
生
か
す
た

め
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る

）
84
（

」
こ
と
を
評
価
し
た
が
、
戯
曲

の
読
み
手
は
と
も
か
く
、
状
況
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
間
た

ち
を
外
部
か
ら
眺
め
る
演
劇
の
観
客
が
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生

き
た
も
の
と
し
て
共
有
す
る
た
め
に
は
台
詞
の
み
で
は
十
分

で
は
な
く
、
演
技
や
演
出
等
の
総
体
の
な
か
で
追
求
、
表
現

さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
書
き
手
の
み
の
仕
事
で
は

な
い
。
だ
が
小
説
に
お
い
て
、
特
に
初
期
大
江
の
一
人
称
あ

る
い
は
特
権
的
な
三
人
称
で
あ
れ
ば
、
読
者
の
内
面
に
「
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
」
の
声
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の

可
能
性
が
開
か
れ
た
の
が
、「
獣
た
ち
の
声
」
か
ら
「
奇
妙

な
仕
事
」
へ
の
書
き
換
え
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
奇
妙
な
仕
事
」
に
お
け
る
「
犬
の
吠
え
声
」
は
、
戯
曲

で
あ
れ
ば
観
客
に
直
接
示
さ
れ
な
い
ト
書
き
の
部
分
、
つ
ま

り
地
の
文
の
語
り
に
お
い
て
、
半
ば
強
制
的
に
読
者
を
状
況

へ
と
巻
き
込
ん
で
い
く
。

　

附
属
病
院
の
前
の
広
い
舗
道
を
時
計
台
へ
向
っ
て
歩

い
て
行
く
と
急
に
視
界
の
展
け
る
十
字
路
で
、
若
い
街

路
樹
の
し
な
や
か
な
梢
の
連
り
の
向
う
に
建
築
中
の
建

物
の
鉄
骨
が
ぎ
し
ぎ
し
空
に
突
き
た
っ
て
い
る
あ
た
り

か
ら
数
知
れ
な
い
犬
の
吠
え
声
が
聞
え
て
来
た
。
風
の

向
き
が
変
る
た
び
に
犬
の
声
は
ひ
ど
く
激
し
く
盛
上

り
、
空
へ
ひ
し
め
き
な
が
ら
の
ぼ
っ
て
行
く
よ
う
だ
っ
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た
り
、
遠
く
で
執
拗
に
反
響
し
つ
づ
け
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
り
し
た

）
85
（

。

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
江
藤
淳
は
、
昭
和
初
年
代
に
同
じ
東

大
構
内
を
描
写
し
た
中
野
重
治
が
「
記
憶
の
力
」
に
よ
っ
て

「
建
物
を
見0

、
並
樹
を
見0

、
見
た
も
の
を
正
確
に
再
現
し
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

う
と
し

0

0

0

」
た
の
に
対
し
て
、
大
江
は
「
い
わ
ば
半
眠
半
覚
の

状
態
」
で
「
半
ば
も
の
を
見
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

」
こ
と
で
「
現
実
の
リ

ア
リ
テ
ィ
」
を
掴
み
取
っ
て
い
る
と
評
し
た
。
こ
の
評
価
の

前
提
に
あ
る
の
は
、「
客
観
的
な
実
在
の
尺
度
」
で
も
っ
て

世
界
を
対
象
化
し
て
測
定
す
る
「
リ
ア
リ
ス
ト
」
の
方
法
で

は
、
今
日
の
「
猥
雑
で
不
安
定
な
世
界
」
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
イ
マ
ジ

ス
ト
」
は
、「
不
安
定
な
世
界
」
に
「
対
面
」
す
る
「
主
体

の
凝
縮
の
深
さ
」
に
お
い
て
、
つ
ま
り
「
世
界
」
と
「
主
体
」

の
関
係
に
お
い
て
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
。
物
語
の

冒
頭
で
「
犬
の
吠
え
声
」
が
響
い
て
か
ら
、「
読
者
」
は
「
作

者
の
夢
」
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
個
人
的
な
「
イ
メ
イ
ジ
」

を
介
し
て
「
普
遍
的
な
現
代
の
影
像
を
と
ら
え
」
る
こ
と
に

な
る

）
86
（

。
同
じ
場
面
に
つ
い
て
武
満
徹
も
、
そ
れ
を
ク
レ
ー
の

創
作
行
為
│
「
眼
を
閉
じ
る
こ
と
」
│
に
擬
え
な
が
ら
、
大

江
の
「
イ
メ
ー
ジ
は
、
外
界
の
事
物
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
脹

ら
む
の
で
は
な
く
、
彼
の
イ
メ
ー
ジ
が
逆
に
外
界
の
事
物
を

「
人
間
的
」
に
覚
醒
さ
せ
、
一
つ
の
個
物
と
し
て
の
名
称
を

超
え
た
存
在
に
し
て
い
る
」
の
だ
と
述
べ
て
い
る

）
87
（

。

　

戯
曲
で
は
外
部
的
な
効
果
音
や
ト
書
き
の
指
示
が
書
き
込

ま
れ
た
で
あ
ろ
う
「
犬
の
吠
え
声
」
は
、「
奇
妙
な
仕
事
」

に
お
い
て
は
地
の
文
へ
と
移
行
し
、
読
者
は
「
僕
」
の
「
思

考
の
運
動
」
そ
の
も
の
に
立
ち
会
う
。
以
後
、
戯
曲
の
名
残

を
残
し
た
括
弧
を
付
さ
れ
な
い
会
話
を
読
ん
で
い
く
う
ち
、

読
者
は
自
ら
の
内
側
に
「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
」
の
声
を
聞
く
。
そ

し
て
、
猥
雑
で
不
安
定
な
現
代
社
会
の
「
閉
塞
状
況
」
を
、

個
人
の
痛
み
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
の

意
味
で
戯
曲
「
獣
た
ち
の
声
」
か
ら
小
説
「
奇
妙
な
仕
事
」

へ
の
書
き
換
え
は
、
あ
く
ま
で
「
私
」
を
通
し
て
、
そ
の
行

為
そ
の
も
の
を
表
現
し
て
い
く
、
大
江
の
文
体
を
自
覚
的
に

獲
得
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
老
坂
武
は
、

大
江
の
出
現
は
「
私
た
ち
の
何
人
か
に
小
説
の
筆
を
折
ら
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
言
い
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
大
江
が

「
私
が
書
き
た
い
こ
と
、
書
き
た
い
世
界
を
私
の
思
い
も
よ

ら
ぬ
視
点
と
文
体
と
で
書
い
て
い
た
」
こ
と
を
挙
げ
る
が

）
88
（

、

大
江
の
新
し
さ
は
、
駒
場
の
学
生
が
共
有
し
て
い
た
学
生
運

動
の
世
界
を
書
い
た
こ
と
よ
り
も
、
世
界
と
関
係
す
る
文
体

＝
様ス

タ
イ
ル式

を
獲
得
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

一
九
五
〇
年
代
半
ば
と
い
う
転
換
点
に
お
い
て
、
表
現
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
は
現
実
の
再
現
か
ら
行
為
の
形
象
化
へ
と
移
行

し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
、
表
現
は
特
権
的
な
書
き
手
が
一
方

的
に
発
信
す
る
も
の
で
は
な
く
、
受
け
手
と
共
振
し
、
そ
の

行
為
そ
の
も
の
を
誘
発
す
る
場
へ
と
変
容
し
て
い
く
。「
四

人
組
」
が
分
有
し
て
い
た
の
は
、
単
な
る
学
生
演
劇
の
記
憶

で
は
な
く
、そ
う
し
た
精
神
史
上
の
転
換
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
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注（
1
） 

駒
場
祭
に
つ
い
て
は
「
駒
場
祭
史
（
第
一
回
〜
第
一
〇
回
）」（『
駒

場
祭
情
報
館
』、
二
〇
一
九
・
一
一
・
二
四
、https://kom

asai.inf 

o/story/001-010/

）﹇
二
〇
二
六
・
三
・
二
一
閲
覧
﹈
を
参
照
。

（
2
） 
「
平
和
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト　
〝
恐
水
病
〞
や
〝
ヨ
ジ
ラ
〞
登
場
│
原
水
爆

反
対
テ
ー
マ
に
」（『
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
一
九
五
四
・
一
一
・
二

六
、
三
面
）

（
3
） 

志
甫
溥
「
光
り
輝
や
く
精
神
の
果
物
屋
」（『
大
江
健
三
郎
全
作
品
２　

付
録
３
』、
新
潮
社
、
一
九
六
六
・
八
、
三
〜
五
頁
）
四
頁

（
4
） 

山
内
久
明
「
光
り
輝
く
緑
の
大
樹
│
個
人
的
な
追
悼 

断
片
」（『
図

書
』
二
〇
二
三
・
一
一
、
二
〜
四
頁
）
二
頁

（
5
） 

山
内
久
明
「「
初
め
の
終
わ
り
」
あ
る
い
は
「
終
わ
り
の
初
め
」
│

懐
か
し
い
駒
場
の
大
江
健
三
郎
」（『
教
養
学
部
報
』
一
九
九
五
・

一
・
一
八
、
一
面
）

（
6
） 

前
掲
、
志
甫
「
光
り
輝
や
く
精
神
の
果
物
屋
」、
四
頁

（
7
） 

山
内
久
明
「
工
藤
庸
子
先
生
へ
の
手
紙
」（『
東
京
大
学
東
ア
ジ
ア
藝

文
書
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』、
二
〇
二
三
・
七
・
三
一
、https://

w
w

w
.eaa.c.u-tokyo.ac.jp/blog/yam

anouchi-kudo-correspond 

ance-2/

）﹇
二
〇
二
六
・
三
・
二
一
閲
覧
﹈
等
の
、
山
内
と
工
藤
庸

子
の
往
復
書
簡
内
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
8
） 

「
年
譜
・
大
江
健
三
郎
」（『
芥
川
賞
全
集
５
』、
文
藝
春
秋
、
一
九
八

二
・
六
、
六
二
五
〜
六
三
二
頁
）
六
二
六
頁

（
9
） 

前
掲
、
志
甫
「
光
り
輝
や
く
精
神
の
果
物
屋
」、
四
頁

（
10
） 

大
学
演
劇
に
つ
い
て
は
、
鵜
飼
宏
明
編
『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七

十
五
年
史
│
岡
田
嘉
子
か
ら
野
田
秀
樹
ま
で　

１
９
１
９
〜
１
９
９

４
│
』（
清
水
書
院
、
一
九
九
七
）
所
載
の
一
次
資
料
に
拠
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。「
自
由
舞
台
記
録
集
」
編
集
委
員
会
編
『
早
大
劇
団
・

自
由
舞
台
の
記
憶
│
１
９
４
７
│

１
９
６
９
』（
同
時
代
社
、
二
〇
一

五
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
11
） 

椎
名
麟
三
・
遠
藤
周
作
・
大
江
健
三
郎
・
田
中
千
禾
夫
（
司
会
）「
戯

曲
と
文
学
」（『
俳
優
座
』
三
〇
、
一
九
五
八
・
六
、
九
〜
一
七
頁
）

一
〇
頁

（
12
） 

加
藤
道
夫
「
形
而
上
的
自
然
主
義
」（
駒
場
劇
研
『
演
劇
研
究
会
報
』

一
九
五
一
↓
前
掲
、『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七
十
五
年
史
』、
二
七

八
〜
二
七
九
頁
）
二
七
九
頁

（
13
） 

渡
辺
守
章
「
試
演
会
の
意
義
」（『『
恭
々マ
マ

し
き
娼
婦
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

一
九
五
二
↓
前
掲
、『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七
十
五
年
史
』、
五
九

頁
）

（
14
） 

木
檜
禎
夫
「
試
演
に
際
し
て
」（『『
春
嵐
』
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
一

九
四
九
・
四
・
一
八
↓
前
掲
、『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七
十
五
年

史
』、
二
八
〜
二
九
頁
）
二
八
頁

（
15
） 

福
田
善
之
『
あ
の
空
は
青
い
か
？
│
私
と
芝
居
の
雑
文
ク
ロ
ニ
ク

ル
』（
三
一
書
房
、
二
〇
二
四
）
一
二
二
〜
一
二
五
頁

（
16
） 

「
青
春
の
実
存
（
座
談
会
）
│
駒
場
劇
研
第
二
期
を
語
る
│
」（
前
掲
、

『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七
十
五
年
史
』
四
五
〜
四
八
頁
）
四
六
頁

（
17
） 

定
村
忠
士
「
合
演
史
の
た
め
の
私
的
メ
モ
」（
前
掲
、『
東
京
大
学
・

学
生
演
劇
七
十
五
年
史
』、
六
二
頁
）

（
18
） 

山
下
肇
「
学
生
演
劇
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
」（『
教
養
学
部
報
』

二
五
、
一
九
五
三
・
一
一
・
一
六
、
二
頁
）

（
19
） 
当
時
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
問
題
に
つ
い
て
は
『
東
京
大
学
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
10
年
史
』（
東
京
大
学
「
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
」
委
員
会
、
一

九
五
九
）
等
を
参
照
。
大
江
の
初
期
作
品
に
お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
の

主
題
を
論
じ
た
も
の
に
、
高
橋
由
貴
「
大
江
健
三
郎
の
ア
ル
バ
イ
ト

小
説
│
習
作
「
火
山
」
か
ら
「
運
搬
」
へ
│
」（『
日
本
文
芸
論
叢
』
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一
九
、
二
〇
一
〇
・
三
、
四
二
〜
五
四
頁
）
等
が
あ
る
。

（
20
） 

前
掲
、
山
下
「
学
生
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
の
こ
と
」、
二
頁

（
21
） 

徳
川
夢
声
・
大
江
健
三
郎
「
徳
川
夢
声
連
載
対
談　

問
答
無
用
（
第

三
百
六
十
二
回
）」（『
週
刊
朝
日
』
一
九
五
八
・
三
・
二
三
、
二
五

〜
三
一
頁
）
二
六
頁

（
22
） 

大
江
健
三
郎
・
木
下
文
代
・
山
下
肇
（
司
会
）「
座
談
会
学
生
作
家

の
生
態
」『
婦
人
公
論
』（
一
九
五
八
・
一
〇
臨
時
増
刊
、
五
四
〜
五

九
頁
）
五
四
頁

（
23
） 

前
掲
、
福
田
『
あ
の
空
は
青
い
か
？
』、
一
六
〇
頁

（
24
） 

菅
孝
行
「
解
説
」（『
福
田
善
之
戯
曲
集　

白
樺
の
林
に
友
が
消
え
た
』

（
冬
芽
社
、
一
九
八
六
、
三
二
六
〜
三
三
六
頁
）
三
二
八
頁

（
25
） 

井
上
理
惠
「〈
ド
ラ
マ
〉
へ
の
挑
戦
│
「
富
士
山
麓
」
か
ら
「
漱
石

の
戀
」
ま
で
」（
井
上
編
著
『
福
田
善
之
の
世
界
』、
社
会
評
論
社
、

二
〇
二
四
、
一
一
〜
二
一
二
頁
）
三
二
頁

（
26
） 

『
第
一
回
大
学
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
』（
日
本
演
劇
協
会
事
務
局
、
一
九

五
二
）
に
挟
ま
れ
た
も
の
か
。

（
27
） 

菅
孝
行
『
戦
後
演
劇
│
新
劇
は
の
り
こ
え
ら
れ
た
か
』（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
八
一
）
一
五
五
頁

（
28
） 

前
掲
、
決
定
稿
「
富
士
山
麓
」（『
テ
ア
ト
ロ
』）
一
二
六
頁

（
29
） 

六
〇
年
代
以
降
の
福
田
善
之
が
「
新
劇
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
を
乗
り
越
え

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
菅
『
戦
後
新
劇
』
の
ほ
か
、
菅
孝
行
『
想

像
力
の
社
会
史
│
作
劇
の
時
間
構
造
』（
未
来
社
、
一
九
八
三
）、
日

本
演
出
者
協
会
編
『
戦
後
新
劇
│
演
出
家
の
仕
事
②
』（
日
本
演
出

者
協
会
・
れ
ん
が
書
房
新
社
、
二
〇
〇
七
）
等
を
参
照
。

（
30
） 

中
西
直
樹
『
戦
後
学
生
雑
誌
と
学
生
運
動
│
『
学
生
評
論
』『
季
刊

大
学
』『
大
学
』『
学
園
評
論
』
解
説
・
総
目
次
・
索
引
』（
不
二
出
版
、

二
〇
二
〇
）

（
31
） 

菅
孝
行
『FO

R
 B

E
G

IN
N

E
R

S

シ
リ
ー
ズ
（
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
）

⑫
全
学
連
』（
現
代
書
館
、
一
九
八
二
）
六
八
〜
七
一
頁

（
32
） 

前
掲
、
大
江
「
火
山
」（『
学
園
』）
五
九
頁
。
大
江
健
三
郎
「
僕
の

な
か
の
駒
場
」（『
東
京
大
学
新
聞
』
一
九
五
八
・
三
・
一
九
│

二
六
、

二
面
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
33
） 

山
下
肇
『
大
学
の
青
春
・
駒
場
』（
光
文
社
、
一
九
五
六
）
一
三
六

〜
一
四
八
頁

（
34
） 

梶
尾
文
武
「
大
江
健
三
郎
ノ
ー
ト　

第
一
回
・
第
一
章　

一
九
五
四

年
の
転
向
」（『
文
学
＋
』
一
、
二
〇
一
八
・
一
〇
、
八
八
〜
一
〇
八

頁
）

（
35
） 

前
掲
、
山
下
『
大
学
の
青
春
・
駒
場
』、
一
三
九
頁

（
36
） 

前
掲
、
大
江
『
厳
粛
な
綱
渡
り
』、
一
七
〇
頁

（
37
） 

荒
正
人
「
私
た
ち
も
ま
た
超
え
ね
ば
な
ら
ぬ
│
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
事

件
を
め
ぐ
つ
て
│
」（『
民
芸
の
仲
間
』
二
三
、
一
九
五
五
、
八
〜
一

〇
頁
）

（
38
） 

前
掲
、『
東
京
大
学
・
学
生
演
劇
七
十
五
年
史
』、
八
三
頁

（
39
） 

清
家
浩
「『
ア
ン
チ
ゴ
ー
ヌ
』
│
ア
ヌ
イ
の
場
合
」『
広
島
経
済
大
学

研
究
論
集
』
二
四
（
一
）、
二
〇
〇
一
・
六
、
一
七
〜
三
六
頁
）

（
40
） 

前
掲
、
ア
ル
ベ
レ
ス
『
現
代
作
家
の
叛
逆
』、
一
二
八
頁

（
41
） 

「
劇
団
駒
場
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」（
前
掲
、『
東
京
大
学
・
学
生
演

劇
七
十
五
年
史
』、
八
三
頁
）

（
42
） 

浅
利
慶
太
「
演
劇
の
回
復
の
た
め
に
」（『
三
田
文
学
』
一
九
五
五
・

一
二
↓
『
浅
利
慶
太
の
四
季　

著
述
集
１　

演
劇
の
回
復
の
た
め

に
』、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
、
七
〜
二
五
頁
）
一
八

〜
一
九
頁

（
43
） 

江
藤
淳
ほ
か
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
言
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六

〇
）
を
参
照
。
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（
44
） 

吉
田
直
哉
「
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
は
何
か
」（『
記
録
映

画
』
一
九
五
八
・
九
↓
『
テ
レ
ビ
、
そ
の
余
白
の
思
想
』、
文
泉
、

一
九
七
三
、「
記
録
映
画
と
の
訣
別
」
と
改
題
、
二
五
〜
三
二
頁
）

（
45
） 
瀬
崎
圭
二
「〝
文
学
青
年
〞
た
ち
の
テ
レ
ビ
業
界
」（『
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
と
戦
後
文
学
│
芸
術
と
大
衆
性
の
あ
い
だ
』、
森
話
社
、
二
〇
二

〇
、
一
二
〇
〜
一
五
〇
頁
）

（
46
） 

一
九
五
八
年
に
、
劇
と
人
間
の
根
源
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
東
京
大

学
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
研
究
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
毛
利
三
彌
・
細
井

敦
子
編
『
古
代
ギ
リ
シ
ア　

遙
か
な
呼
び
声
に
ひ
か
れ
て
│
東
京
大

学
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
研
究
会
の
活
動
』（
論
創
社
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
47
） 

志
甫
溥
「
取
材
ノ
ー
ト　

カ
ン
バ
ミ
チ
コ
の
名
を
10
円
玉
で
社
へ
」

（『
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』、https://w

w
w

.jnpc.or.jp/

journal/interview
s/22399

、
二
〇
〇
九
・
二
）﹇
二
〇
二
六
・
三
・

二
一
閲
覧
﹈

（
48
） 

村
木
良
彦
「
序
章
」（
前
掲
、
萩
本
ほ
か
『
お
前
は
た
だ
の
現
在
に

す
ぎ
な
い
』、
七
〜
二
二
頁
）
二
二
頁

（
49
） 

「
浩
宮
さ
ま
の
声
放
送
は
宮
内
庁
が
〝
待
っ
た
〞」（『T

he H
aw

aii 

T
im

es

』
一
九
七
八
・
一
二
・
一
一
、
四
面
）

（
50
） 

『
戦
後
日
本
美
術
の
展
開
│
抽
象
表
現
の
多
様
化
』（
東
京
国
立
近
代

美
術
館
、
一
九
七
三
）
三
頁

（
51
） 

瀨
木
慎
一
『
日
本
の
前
衛　

１
９
４
５
│

１
９
９
９
』（
生
活
の
友
社
、

二
〇
〇
〇
）
二
一
一
頁

（
52
） 

「
山
下
菊
二
…
…
《
あ
け
ぼ
の
村
物
語
》
１
９
５
３
」（『
芸
術
新
潮
』

一
九
九
三
・
二
、
一
五
頁
）

（
53
） 

光
田
ゆ
り
「
一
九
五
〇
年
代
〈
線
描
絵
画
〉
に
関
す
る
ノ
ー
ト
│
「
制

作
者
懇
談
会
」
を
中
心
に
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
三
〇
、
二
〇

一
四
・
一
一
、
五
一
〜
五
五
頁
）
五
一
頁

（
54
） 

前
掲
、
瀨
木
『
日
本
の
前
衛　

１
９
４
５
│

１
９
９
９
』
二
一
〇
頁

（
55
） 

針
生
一
郎
「
想
像
力
に
つ
い
て
」（『
美
術
批
評
』
一
九
五
六
・
六
↓

『
芸
術
の
前
衛
』、弘
文
堂
、一
九
六
一
、「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
探
偵
」

と
改
題
、
一
六
〜
三
一
頁
）

（
56
） 

ハ
ー
バ
ー
ト
・
リ
ー
ド
『
ク
レ
エ
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
四
、

片
山
敏
彦
訳
）
等
を
参
照
。

（
57
） 

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ラ
ゴ
ン
『
抽
象
芸
術
の
冒
険
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、

一
九
五
七
、
吉
川
逸
治
・
高
階
秀
爾
訳
）
五
頁

（
58
） 

引
用
は
、
東
野
芳
明
『
グ
ロ
ッ
タ
の
画
家
』（
美
術
出
版
社
、
一
九

五
七
、「
自
由
の
騎
士
│
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
」
と
改
題
、
九
七
〜
一

一
七
頁
）
に
よ
る
。

（
59
） 

池
田
龍
雄
「
宙
吊
り
」（『
新
聞
０
（
第
二
期
）』
四
二
、
二
〇
一
六
・

一
〇
・
三
一
↓
『
池
田
龍
雄
の
発
言
│
絵
画
の
う
し
ろ
に
あ
る
も

の
』、
論
創
社
、
二
〇
一
八
、
一
六
頁
）

（
60
） 

前
掲
、
山
内
「
人
間
性
と
非
人
間
性
の
文
学
」、
一
四
頁

（
61
） 

邦
訳
に
、
ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
『
抽
象
と
感
情
移
入
│
東
洋
芸
術
と
西
洋

芸
術
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
、
草
薙
正
夫
訳
）
が
あ
る
。
な
お
、

戦
後
の
ク
レ
ー
受
容
と
ヴ
ォ
リ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て
は
別
の
文
脈
で
論

じ
た
。
拙
論
「
線
描
の
自
由
│
寺
山
修
司
「
忘
れ
た
領
分
」、
一
九

五
〇
年
代
の
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
、
谷
川
俊
太
郎
「
愛paul klee

に
」

（『
稿
本
近
代
文
学
』
四
六
、
二
〇
二
三
・
三
、
一
六
六
〜
一
八
二
頁
）、

お
よ
び
「「
そ
の
向
こ
う
」
に
あ
る
「
空
虚
」
と
「
を
さ
な
心
の
歌
」

│K
nopf

・Intercultural Publications

資
料
か
ら
考
え
る
川
端
文

学
の
世
界
化
」（『
川
端
文
学
へ
の
視
界
』
四
〇
、
二
〇
二
五
・
六
、

八
二
〜
一
〇
三
頁
）
参
照
。

（
62
） 

兼
武
進
「
Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
藝
術
論
」（『
桃
山
学
院
大
学
人
文

学
研
究
』
一
九
（
一
）、
一
九
八
三
・
四
、
一
〜
一
四
頁
）
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（
63
） 

石
倉
和
佳
「
歴
史
の
中
の
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
│
コ
ー
ル

リ
ッ
ジ
の
批
評
原
理
か
ら
考
え
る
│
」（『
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間

学
部
研
究
報
告
』
一
八
、
二
〇
一
六
・
三
、
一
〇
一
〜
一
一
五
頁
）

（
64
） 
磯
田
光
一
『
比
較
転
向
論
序
説
│
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
形
態
』（
勁

草
書
房
、
一
九
六
八
）、『
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
派
詩
人
』（
河
出
書

房
新
社
、
一
九
七
九
）
等
を
参
照
。

（
65
） 

山
内
の
略
歴
・
業
績
一
覧
に
は
「
山
内
久
明
先
生　

略
歴
」（『
日
本

女
子
大
学
英
文
学
研
究
』
三
七
、
二
〇
〇
二
・
三
、
vii
〜
xiv
頁
）
等

が
あ
る
。
ま
た
、
斎
藤
兆
史
『
英
語
達
人
列
伝
Ⅱ
│
か
く
も
気
高
き
、

日
本
人
の
英
語
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
三
）
も
山
内
の
詳
細

な
経
歴
を
紹
介
す
る
。

（
66
） 

大
石
和
欣
「
あ
と
が
き　

エ
ラ
ノ
ス
会
議
と
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
叢
書
」

（
大
石
和
欣
編
『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
ロ
マ
ン
主
義
│
そ
の
詩
学
・
哲

学
・
宗
教
・
科
学
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
、
四
七
七
〜

四
八
四
頁
）
四
八
〇
頁

（
67
） 

ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ガ
イ
ア
ー
『
ボ
ー
リ

ン
ゲ
ン
│
過
去
を
集
め
る
冒
険
』（
白
水
社
、二
〇
一
七
、高
山
宏
訳
）

を
、
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
つ
い
て
は
平
凡
社
編
『
エ
ラ
ノ
ス
叢
書
別
巻　

エ
ラ
ノ
ス
へ
の
招
待
│
回
想
と
資
料
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
）
を

参
照
。

（
68
） 

前
掲
、
マ
ガ
イ
ア
ー
『
ボ
ー
リ
ン
ゲ
ン
』、
二
六
一
頁

（
69
） 

キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
『
英
文
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
│
「
作
家
と
作
品
」

N
o.26 

ブ
レ
イ
ク
』（
研
究
社
、
一
九
五
六
、
小
泉
一
郎
訳
）
一
一
、

三
五
頁

（
70
） 

キ
ャ
ス
リ
ン
・
レ
イ
ン
『
英
文
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
│
「
作
家
と
作
品
」

N
o.30 

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
』（
研
究
社
、
一
九
五
七
、
岡
本
通
訳
）
三

七
〜
四
一
頁

（
71
） 

深
瀬
基
寛
『
エ
リ
オ
ッ
ト
の
詩
学
』（
創
元
社
、
一
九
五
三
↓
『
深

瀬
基
寛
集
１
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
、
一
八
五
〜
三
二
四
頁
）

二
二
〇
〜
二
二
二
頁

（
72
） 

矢
内
原
伊
作
『
実
存
主
義
の
文
学
』（
河
出
書
房
、
一
九
五
五
）
九

頁

（
73
） 

木
下
順
二
・
木
島
始
編
『
イ
ギ
リ
ス
解
放
詩
集
』（
河
出
書
房
、
一

九
五
六
）

（
74
） 

深
瀬
基
寛
『
現
代
の
英
文
学
』（
弘
文
堂
、
一
九
五
一
↓
前
掲
、『
深

瀬
基
寛
集
１
』、
一
三
五
〜
一
八
四
頁
）
一
七
三
頁

（
75
） 

大
江
健
三
郎
『
核
時
代
の
想
像
力
』（
新
潮
社
、
一
九
九
〇
）
二
八

九
頁

（
76
） 

山
内
久
明
「
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
覚
え
書
」（『
英
語
文
学
世
界
』

一
九
六
六
・
七
、
九
〜
一
三
頁
）
一
三
頁
。
山
内
久
明
「
フ
ラ
イ
の

功
罪
と
イ
ギ
リ
ス
」（『
英
語
文
学
世
界
』
一
九
六
九
・
一
、
七
〜
九

頁
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
77
） H

isaaki Yam
anouchi (1973) T

he search for authenticity in 

m
odern Japanese Literature, C

am
bridge, etc.: C

am
bridge 

U
niversity Press.

（
78
） 

石
井
晴
一
「
処
女
作
の
頃
」（『
大
江
健
三
郎
全
作
品
３　

付
録
４
』、

新
潮
社
、
一
九
六
六
、
二
〜
三
頁
）

（
79
） 

大
江
「
犬
殺
し
の
歌
」（『
持
続
す
る
志
』、
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
、

四
二
五
〜
四
二
六
頁
）
四
二
六
頁

（
80
） 
詩
劇
に
お
け
る
コ
ロ
ス
の
役
割
に
つ
い
て
は
佐
伯
惠
子
「C

harles 

W
illiam

s

とT.S. E
liot

の
殉
教
劇
│T

hom
as C

ranm
er of 

C
anterbury

を
中
心
に
│
」（『
英
文
学
論
叢
』
六
三
、
二
〇
一
九
・

一
二
、
四
三
〜
六
四
頁
）
等
を
参
照
。

（
81
） 

前
掲
、
椎
名
ほ
か
「
戯
曲
と
文
学
」、
一
〇
〜
一
二
頁
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（
82
） 

翠
川
博
之
「
サ
ル
ト
ル
の
演
劇
理
論
│
離
見
演
劇
」（
澤
田
直
編
『
サ

ル
ト
ル
読
本
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
三
四
二
〜
三
五
六
頁
）

（
83
） 

大
江
「
動
物
倉
庫
」（『
戯
曲
代
表
選
集
』、
白
水
社
、
一
九
五
八
、

二
三
一
〜
二
四
五
頁
）
二
四
四
頁

（
84
） 
江
藤
淳
「
新
し
い
作
家
た
ち
」（『
群
像
』
一
九
五
八
・
二
↓
『
江
藤

淳
著
作
集
２
』、
講
談
社
、
一
九
七
六
、
一
三
八
〜
一
五
四
頁
）
一

五
二
頁

（
85
） 

大
江
「
奇
妙
な
仕
事
」（『
大
江
健
三
郎
全
作
品
１
』、
新
潮
社
、
一

九
六
六
、
七
〜
一
八
頁
）
七
頁

（
86
） 

江
藤
淳
「
大
江
健
三
郎
の
問
題
」（『
新
鋭
文
学
叢
書
一
二　

大
江
健

三
郎
集
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
〇
↓
前
掲
、『
江
藤
淳
著
作
集
２
』、

一
二
八
〜
一
三
五
頁
）

（
87
） 

武
満
徹
「
解
説
」（
大
江
健
三
郎
『
芽
む
し
り　

仔
撃
ち
』、
角
川
書

店
、
一
九
六
二
、
一
八
三
〜
一
八
七
頁
）
一
八
五
頁

（
88
） 

海
老
坂
武
『〈
戦
後
〉
が
若
か
っ
た
頃
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
）

一
一
六
頁
。
海
老
坂
も
大
江
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
同
書
に
は
在

学
中
の
「
四
人
組
」
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
る
。

［
付
記
］　

引
用
文
中
の
﹇
…
﹈（
省
略
）
は
稿
者
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
旧

字
は
適
宜
新
字
に
改
め
た
。
本
研
究
は
、
日
本
大
学
商
学
部
個
人
研

究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

Abstract
T

his paper exam
ines the genesis of K

enzaburō 
Ō

e ’s literature by focusing on his early playw
riting at 

the U
niversity of Tokyo in the 1950s. B

y analyzing 

the transition from
 his theatrical w

orks to his debut 
novel, this study elucidates a critical shift in Ō

e ’s 
expressive paradigm

: a m
ovem

ent from
 the “repro -

duction of reality ” to the “figuration of action. ”
T

he paper argues that Ō
e ’s innovative style w

as 
not an isolated achievem

ent but w
as deeply rooted in 

a collective im
agination shared w

ith the “Foursom
e. ” 

T
hrough a cross-disciplinary analysis of their later 

careers in television, abstract painting, and B
ritish 

R
om

anticism
, this study dem

onstrates that their indi-
vidual pursuits resonated w

ith a com
m

on underlying 
spirit. D

espite follow
ing divergent paths, each m

em
-

ber sought to transcend conventional realism
 to 

address the system
ic constraints of postw

ar Japan. 
B

y internalizing theatrical elem
ents w

ithin his novel-
istic prose, Ō

e succeeded in draw
ing the reader ’s 

consciousness directly into this enclosed reality.
T

his study ultim
ately repositions Ō

e ’s early w
ork 

as a pivotal m
om

ent in w
hich individual creativity 

converged around the collective im
agination of the 

era.
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